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審査の経過ならびに概要

上村会長が開会を宣告し、会議成立宣言の後、会議録署名者に三野委員、川口委員を指

名。審査の進め方は会長に一任することを諮り、決定の後、「議案第３号 令和４年度伊

勢市一般会計予算中、産業建設分科会関係分」の歳出から審査に入り、観光費まで審査を

終わり、諮ったところ、本日はこの程度で散会し、明４日午前10時から継続会議を開き、

審査を続行することと決定、本日の出席者には開議通知を送付しないこととし、散会した。

なお、詳細は以下のとおり。

開会 午前９時58分

◎上村和生会長

ただいまから予算特別委員会産業建設分科会を開会いたします。

出席者は全員でありますので、会議は成立いたしております。

会議録署名者２名は、会長において、三野委員、川口委員の御両名を指名いたします。

審査の進め方につきましては、会長に御一任いただきたいと思いますが、御異議ござい

ませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎上村和生会長

御異議なしと認めます。そのように取り計らいをさせていただきます。

最初に、予算審査の進め方につきまして御説明させていただきます。

当分科会の審査の順番につきましては、議案第３号、７号、８号、９号、11号及び12号

の議案番号順で歳出から審査を行った上、全議案の審査を終了し、必要に応じて賛否を問

うことといたしたいと思います。

次に、委員間の自由討議につきましては、審査の中で討議をすべきことがあれば委員か

ら申出をいただき、それを皆さんにお諮りいたしまして行いたいと思います。

また、当分科会関係分の一般会計、特別会計、企業会計及び全会計の審査終了後に、皆

様に自由討議の実施についてお諮りしたいと思います。御異議ござませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎上村和生会長

御異議なしと認めます。そのように決定いたしました。

次に、審査に入ります前に、会長から一言、皆様にお願い申し上げます。

審査に当たりましては、令和４年度の予算に対する質疑にとどめていただき、起立の上、

発言していただきますようお願いいたします。また、各課の窓口で聞くことのできる軽微

な確認、数字のみを確認する質疑、要望事項、他の委員の質疑と重複する質疑、議題外に

わたる質疑、前年度と変更のない事業の内容確認は避けていただき、要領よくお願いいた

します。なお、質疑は一問一答方式で行い、簡単明瞭にお願いをいたします。

続いて、当局説明員の皆様に申し上げます。

当局の説明員の方におかれましては、発言の際、挙手の上、大きな声ではっきりと自ら

の職名を告げていただきますようお願いします。また、委員の質疑の要旨を的確に把握さ
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れ、答弁につきましても要領よく簡潔にお願いします。審査の進行に御協力いただきます

ようよろしくお願いいたします。

いずれにいたしましても、効率よく進めたいと思いますので、委員並びに当局の皆様方

の格別の御協力を重ねてお願いいたします。

それでは、「議案第３号 令和４年度伊勢市一般会計予算」中、当分科会関係分から御

審査願うことといたします。

事項別明細書により、歳出から審査に入ります。

予算書54ページをお開きください。

款２総務費の審査に入ります。

当分科会の所管は、項１総務管理費のうち目21交通対策費です。

【款２総務費】《項１総務管理費》（目21交通対策費） 発言なし

◎上村和生会長

御発言もないようでありますので、款２総務費の当分科会の関係分の審査を終わります。

次に、款４衛生費の審査に入ります。

当分科会の所管は、80ページの項１保健衛生費のうち、目１保健衛生総務費、大事業11、

水道事業会計繰出金及び大事業12、水道事業出資金となります。

【款４衛生費】《項１保健衛生費》（目１保健衛生総務費） 発言なし

◎上村和生会長

御発言もないようでありますので、款４衛生費の当分科会関係分の審査を終わります。

次に、90ページをお開きください。

款５労働費の審査に入ります。

労働費については、款一括での審査をお願いします。なお、労働費は、全てが本分科会

の所管となります。

【款５労働費】

◎上村和生会長

御発言はありませんか。

川口委員。

○川口 浩委員

インターンシップの促進について……

◎上村和生会長

起立してください。
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○川口浩委員

インターンシップの促進についてお伺いします。

インターンシップに参加する学生に対し、宿泊費ですとか、交通費の補助が出るという

ことなんですけれども、インターンシップの目的というのは企業側とのマッチングにある

と思いますが、企業側への働きかけ、特に中堅中小企業が大切になるかと思うんですが、

その辺どう行っていく考えでしょうか。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

インターンシップの促進事業でございますけれども、こちらにつきましても従来よりイ

ンターンシップ、おっしゃっていただきましたように、企業と学生さんをつなぐというこ

とを目的で、それまでにもインターンシップを行いませんかということでセミナー等々も

これまで行ってまいりました。

その中で、昨年度より実際インターンシップを行っていただく事業者さんを募集して、

マッチングをするということを実施させていただきました。これにつきましては、委託事

業者のほうから各企業への訪問、それから私どもとしましても市、それから商工会議所、

商工会、観光協会等関係団体等も協力しながら約400社のほうへお声がけもさせていただ

くというようなことをさせていただきました。以上でございます。

◎上村和生会長

川口委員、事業名を述べてからお願いしたいと思います。

川口委員、手挙げてください。

川口委員。

○川口浩委員

雇用就労支援事業のインターンシップについて今お伺いさせていただきました。

企業への呼びかけ等を行っているということなんですけれども、このホームページなど

に出ている案内のチラシ、学生側への募集要項ということではすごく分かりやすく出てお

るんですけれども、肝心のこの参加企業の名前が一切出ていないんですよね。そうします

と、学生さんからもどんな企業に行けばいいんだろうかという素朴な疑問があると思うん

ですが、その辺、改善の予定とかというのはあるんでしょうか。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長
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ありがとうございます。昨年度初めて実施しました事業でございますので、私どももあ

る程度手探りの部分がございました。実際、昨年度、御参加いただいた企業数が32社とい

うことで、正直私どもとしてももうちょっとあってもよかったのかなというふうに思って

おりますし、参加いただいた事業者さんからも、ちょっとやっぱり時期の問題である、そ

れからコロナによってちょっとできなかったというところもございましたけれども、その

実施する時期とか、おっしゃっていただきましたように、事業そのものの宣伝広告等、も

う少し力を入れていただければなというような期待をいただくような御意見も頂戴いたし

ております。そのあたりは今年度、令和４年度の事業におきましてまた改善を図っていき

たいというふうに考えております。以上です。

○川口浩委員

分かりました。

◎上村和生会長

よろしいですか。

○川口浩委員

はい。

◎上村和生会長

野口委員。

○野口佳子委員

私も今、雇用就労支援事業のところで質問させていただきたいと思います。

この事業の当初予算事業概要書を見ておりますと、主な予定事業としまして、障がい者

雇用促進セミナーとそしてまた女性の就職支援セミナーがあります。その中で女性の活躍

というのは、私も非常に期待するところでありますので、まずは女性の就職支援セミナー

について、予算と内容について教えてください。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

女性の就職支援セミナーの関係でございます。

セミナーの実施費用としまして、50万円を来年度計上させていただいております。

こちらにつきましては、結婚や出産、育児などによりまして、就職されても一度職を離

れられた女性、また新たに就職しようとされる方、女性を対象に就職するに当たってのノ

ウハウ、こういったものを学んでいただくセミナーをハローワーク、それからポリテクセ

ンター、そういったところと連携しながら開催する予定といたしております。以上です。
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◎上村和生会長

野口委員。

○野口佳子委員

ありがとうございます。

それでは、そのもう一つなんですけれども、障がい者雇用促進セミナーのところで、こ

ちらはセミナーの実施費用といたしまして16万円上げているというようなんですけれども、

特に今の時期ですと一度職を離れてしまうと、なかなか就職は難しいと聞いておりますが、

関係団体ともしっかりと連携していただいて、支援をお願いしたいと思います。それにつ

きまして障がい者の活躍につながると思うので、障がい者雇用促進セミナーについてお聞

かせください。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

障がい者の雇用促進部分でございます。

こちらにつきましても、これまではどちらかというと事業者、特に事業者のオーナー様、

それからいわゆる人事担当の方を対象に、その障がい者の方を雇用することの意義、そう

いったことはセミナー等々を開催させていただいておりましたが、昨年度からもうちょっ

と障がい者を雇用すること自体について、その職場で実際に働かれる方々に障がい者を雇

用することについてということで、仲間として働いていただくためのもうちょっと理解を

促進していこうということで、そういった方々に対してセミナーのほうを開催させていた

だきました。

実際46名出席いただきまして、こちらもコロナで集めることができないということで、

オンライン開催でさせていただきました。

今年度、令和４年度につきましても同様に障がい者雇用の理解促進に向けて、こういっ

たセミナーのほうを開催していきたいとこの事業では考えております。以上でございます。

◎上村和生会長

野口委員。

○野口佳子委員

ありがとうございます。皆さんが本当に生き生きと生活ができるように、またそのとこ

ろにつきましても頑張っていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。あ

りがとうございました。

◎上村和生会長
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他に御発言はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎上村和生会長

発言もないようでありますので…

宿委員。

○宿典泰委員

私も皆さんと同じなんですけれども、雇用就労支援事業のところでお聞きをしたいと思

います。

まず、この概要書の中で事業目的にも書いてあるとおり、何か幅広い人材の雇用促進と

いうことは理解はするんですけれども、セミナーも２種類しかない。インターンシップの

促進にしても、いろんな企業があって、いろんな障がい者の方も出産を控えた離職者の人

もというようなことで、どういうマッチングができるんかというか、もう全然イメージが

湧かないんですよね。何か広げた分だけちょっとその実質の実効性が少ないんではないか

なという気がするんですけれども、そのあたりは今回の予算の関係で何か特色的なことは

あるんでしょうか、教えてください。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

特色と申しましょうか、これまでおっしゃられたとおり、様々な就労に向けましては課

題があるということで、その課題ごとにということで一応事業設計をしてきたつもりでお

ります。

先ほど、御質問ございましたとおり、障がい者の雇用に向けてのセミナー、それからお

っしゃられたとおり女性に向けて、その２点についてはセミナーという形でさせていただ

いておりますけれども、本年度からインターンシップのほうをどちらかというと重点的に

参加に向けた補助金を設けたり、あとそれから地元企業さんが就職ＰＲ動画を作成いただ

くようなときの補助金、こういったものを設けるという形でやはり若者の定着に向けたと

いうところで重点とさせていただいておるつもりでございます。以上です。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

この事業は、非常に担当課のほうも難しい事業で、その成果の見えにくいというのか、

なかなか示せないところもあるんではないかなということは想像はするんですけれど、私

としてもやはり、少しインターシップのほうの予算が膨れたとしてもやっぱりその事業が

一番重要ではないかなと思うんです。直接やっぱり企業とマッチングして、これなら私は
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行けると、障がいの程度にもよりますけれども行けるとか、離職したけれども、これやっ

たらもう再就職できるなというふうなイメージがきちっと湧くので、このあたりがやっぱ

り重点施策になるんではないかなとこんなことを思うので、予算の支出のほうについても

お考えを示していただきたいなと、こんなことを思いますが、いかがでしょうか。

◎上村和生会長

どちらさん。

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

ありがとうございます。労働費の中でも幾つか数ある事業の中でございますので、まず

そのあたり、また、はい、次年度に向けて令和５年度ですかね、向けてまた考えていきた

いと思います。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

分かりました。頑張っていただきたいと思うんですけれども、雇用就労のこの概要書の

ところで業務改善のところに何も説明がないということなんですけれども、これはもう業

務改善的には問題がないという捉え方で我々しておったらよろしいんですかね。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

先ほど来、セミナーにつきましても申し上げましたとおり、改善していく内容というの

は、事業実施しながら常に出てくるものですし、その時点で修正できるものはしていきた

いと考えておりますので、すみません、記載内容につきましてはまた改めたいと思います。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

ぜひ問題がなければいいんですけれども、改善的なものがあるとすれば、やはり新しい

年度に向けて書いていただきたいなと思います。

この就労支援の中にも若年者の雇用の安定を図るということが目的に書いてあります。

それでもう一方では、若年求職者の支援事業というのがあるんですね。このあたりは統一

して、何かきちっとしたものにできないんかということを非常に思うんですけれど、事業
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として二つに分ける意味があるんかなという気もするので、このあたりはやはり雇用に関

してはできるだけやっぱり予算を統一化して、きちっと実質使えるような状況にしていく

というのが、私はやっぱり予算の在り方ではないかなと思うんですけれど、そのあたりど

のように考えられていますか。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

雇用就労の支援事業と若年求職者の事業でございます。

若年求職者の事業につきましては、こちらはサポステですね、サポートステーションへ

の委託事業の中身、予算の計上とさせていただいております。事業ごとに分けさせていた

だくような立てつけにはさせていただいておりますけれども、また事業の見直しとか、そ

れから事業間での連携、そういったことも見据えながら、また予算立てのほうも考えたい

と思います。以上でございます。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

若年者の求職者の支援事業についても、これ読ませていただくと、自立が困難な方が多

数存在しているというところから始まるんですよね。やはりそういうことということにな

ると、雇用の就労支援事業と本当によく似た事業をやられとるんかなという感じがします

ので、事業のその名称に押し込むんじゃなくて、よく雇用という意味で促進できるように

使っていただきたいなと、こんなことを思います。

次に移ります。

勤労者の福祉事業の関係で、やはりサービスセンターの補助金が出ています、1,300万

円以上の。それとか高年者の労働対策事業で、シルバー人材センターですよね、これも出

ておるんですけれども、毎年予算化されて、もう本当に同額に近い金額がしておるんです

けれど、やはり行財政改革の視点からすると何らかでやっぱりその補助事業にしても、補

助金を出すにしても、やはりいろんな見直しをしながら、少なくしていくということが必

要でないかなと思いますけれども、もう当たり前のようにこれも何十年の間にやっとるん

でしょうけれども、そのあたりの見方について財政の話はこれは総務政策分科会でやる話

であろうと思うんですけれども、だんだんこれはもう伊勢市の財政のほうも難しい状況に

なってくるので、そのあたりどのような考え方で今後進んでいかれるのか、ちょっとお聞

きしたいと思います。

◎上村和生会長

商工労政課長。
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●東世古商工労政課長

今、御紹介いただきましたちょっと事業で御説明申し上げますと、勤労者福祉サービス

センターの補助金につきましては、これは伊勢市と鳥羽市と玉城町、３市町で連携した事

業でございます。

こちら、センターが入っていただいているのが、サンライフ伊勢ということで、サンラ

イフ伊勢自体も公共施設管理の中で行く行く除却ということも見据えた中で、センターの

ほうもあそこから出ていっていただいて、どこかで事業をしていただくと、そういったた

めのそこに向けての蓄えという部分もあろうかということで一定理解はさせていただいて

おりますもので、こちらにつきましてはその事務所の機能の移転といいましょうか、そう

いったところ、それからその後、行っていただく事業内容等々勘案しながら、３市町連携

して、ちょっとまたその事業費負担の在り方について検討していきたいというふうに考え

ております。

それと、高齢者の労働能力活用事業補助金、おっしゃられましたとおり、シルバー人材

センターへの出費、支出となっております。

こちらにつきましては、事業費の負担のほうが私ども市と、それから国のほうの事業負

担というのもございまして、それぞれ応分に負担しているという部分もございますので、

高齢者、特に定年延長になって、シルバーの中でもいわゆる高齢化と言うと変な話なんで

すけれども、なかなか65歳以上の方が入っていただいとる中で、なかなかその事業継続と

か実施もちょっと難しいというようなことも聞いておりますけれども、その将来活躍いた

だくというところの受皿になっとるというふうに理解しておりますので、こちらもまた事

業内容等、シルバー人材センターのほうと詰めながら、補助金については考えていきたい

というふうに考えております。以上です。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

御答弁いただいて大変申し訳ないです。私は、その事業が悪いという話ではなくて、行

革の視点で、やはり少なくできるものはしていく必要があると。毎年、同じ金額が上がっ

ておるということでは、いわゆる積算する根拠というのはどうなっとんのやというような

不思議に思うわけでありますから、そのあたりのことを申し上げておるので、ちょっと勘

違いしないようにやっていただきたいなと、こんなことを思います。

実は、まち・ひと・しごとの創生会議のほうから答申をいただいたのを、ちょっと私、

持ってきたんですけれども、それによるとやっぱり雇用の関係も含めて大学生、高校生の

定住促進につながるような実態の把握もせないかんし、やはり就職活動に関係するという

ような意味合いで私は取ったんですけれども、そういったことをきちっとやっていただき

たいというようなことが書かれています。

やはり答申ということですから、伊勢市の思う将来についてこのような答申が来ておる
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ことを、どのあたりの事業でそのあたりのことをやっていただけるんかということが書か

れておりませんので、ちょっとそのあたりももう一度読んでいただいて、確認をしていた

だきたいなと思うんですけれども、ちょっと答弁だけください。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

若者の定着といいましょうか、もちろん市として人口が減り続けていく中で、若者がさ

らに都会のほうへ出ていくということは、非常に大きな問題というふうには捉えておりま

す。

そういった中で、やはり高等教育で一旦は都会の特に大学の学生収容数で考えても、三

重県の場合、そんなになかなか大学ございませんもので、特に伊勢市ですと皇學館大学さ

んというところで、どうしてもその高等教育を受けるに当たっては、一度高校を出た時点

で出ていかれるというところもあろうかと思っております。そういった中で、高校、それ

以前の段階から地元へ帰ってきていただくというようなことも考えていただくという場が

あってもいいのかなというふうには私個人としては思っております。

民間事業者さんの調査の中でなんですけれども、コロナ禍においてやはり地元へ戻りた

い、就職したい、都会にいる必要がないというような調査結果がコロナの前に比べて意見

が倍増しとるというような結果も出ておりますので、そういったところにどのように情報

を届けていくのか。インターンシップの事業もそうなんですけれども、南三重で連携しと

る事業、様々な事業を活用しながら、若年者に向けて地元で就職すること、そういったこ

とについて、情報を届ければなというふうに考えております。以上でございます。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

はい、分かりました。ぜひここに書いておられますように、情報収集を努めていただい

て、事態の把握をまずはやっていただいて、それが定住であったり、若年者の就職につな

がるというような方向に持っていただければなとこんなことを思います。ありがとうござ

います。

◎上村和生会長

他に御発言はよろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎上村和生会長

発言もないようでありますので、款５労働費の審査を終わります。

次に、92ページをお開きください。
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款６農林水産業費の審査に入ります。

農林水産業費については、項１農業費については目単位で、項２林業費及び項３水産業

費については、項単位での審査をお願いします。

それでは、項１農業費、目１農業委員会費について御審査を願います。

【款６農林水産費】《項１農業費》（目１農業委員会費） 発言なし

◎上村和生会長

発言もないようでありますので、目１農業委員会費の審査を終わります。

次に、目２農業総務費について御審査願います。

（目２農業総務費）

◎上村和生会長

御発言はありませんか。

野崎委員。

○野崎隆太委員

ちょっとこの総務費で、全体のことでお伺いをさせていただければと思います。

予算審査というのは、当然この市長から提出していただいたこの令和４年度か、この予

算で市民生活が救えるのかとか、そういったことを前提に審査されるわけでありまして、

この審査の中で当然組替えとか否決とかそういったことも含めて審査をされているという

前提で、ちょっと大きな話を聞かせていただければと思います。

直接この予算の中にそれが反映されているという話ではないんですが、皆さん、御存じ

のように、今、ロシアとウクライナで戦争しているところがございます。この戦争自体の

話というわけではないんですけれども、実際、今、皆さんも御存じのとおり、ロシア、ウ

クライナとか、あの辺りの地帯で小麦であれば全世界の25％が輸出量を確保しておって、

その他主要穀物に関してもかなり多くあの辺りで世界の輸出量の多くを占めとるわけであ

ります。

そのことそのものについてという話ではないんですけれども、これ実際、市民生活に一

番この農業の分野というのは、あの戦争でいえば影響を受けるところの一つかなというふ

うに思っています、僕は、エネルギーもそうですけれども。

そういった中で、実際この予算審査に当たってというか臨むに当たって、当局の中でも

一度この予算のある意味その妥当性というか、実際ここは本当にこのまま行っていいのか

どうなのかとか、そういった議論は少なからずそれが例えば雑談の中でも結構ですし、担

当課としてはそれぞれ危機管理意識を持って、僕はされてこの予算委員会に臨まれるべき

ではないかなというふうに思っております。

というのも、例えば市の政策ということで考えればですけれども、今回、伊勢うどんの

予算が別のところで上がっていますけれども、小麦の値段が倍になれば伊勢うどんが800
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円じゃないと食べれへんくなるというふうな世の中も当然あるわけで、そういうことを考

えていくと、何も考えずにこの予算審査に来るというのは、ちょっとお互い危険なことに

なるんじゃないかなというふうに思うところもあるので、あえてこの場で、戦争そのもの

というよりは、例えば食料自給率の変動がこれからあるんじゃないかと。そのためにこの

予算でいいのかどうなのか、そういったことも含めてどんな議論をちょっとされて、もし

くはその庁内でどんな感じの話をされているかだけ、どんな体制を引かれているか、お聞

かせください。

◎上村和生会長

農林水産課長。

●野中農林水産課長

今、大変大きな話をいただきましたけれども、これにつきましては予算のときというの

ではなく、常に事業を行っていく上で社会情勢は常に意識していながら、事業を進めてい

きたいと考えておりますので、よろしくお願いします。

◎上村和生会長

野崎委員。

○野崎隆太委員

分かりました。

もう一点だけ、これもちょっと少し大きな話にはなるんですけれども、これ予算をつく

られたタイミングとこの今の予算の審査をしとるタイミングがちょっと大きく違うわけな

んです。これどなたが答えるかちょっと別としてですけれども、予算というのはこの審査

までの間にこういった大きな事象があったときに、どんなふうに変更されたりだとかそう

いうのを体制だけ、もしよければ教えてください。

◎上村和生会長

財政課長。

●太田財政課長

予算をつくるタイミングといったことでございますけれども、情勢変化の変化があれば、

それに合わせまして執行の中で対応する部分、また当面の間は補正予算、そういったもの

を調整をしながら進めていきたいとそういうふうに思っております。以上でございます。

◎上村和生会長

他に御発言はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎上村和生会長
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発言もないようでありますので、目２農業総務費の審査を終わります。

次に、目３農業振興費について御審査願います。

農業振興費は、92ページから95ページです。

（目３農業振興費）

◎上村和生会長

御発言はありませんか。

三野委員。

○三野泰嗣委員

93ページの農産物ブランド化推進事業について一つお尋ねしたいと思います。

コロナ禍におきまして、今、県境を超えるような移動が制限されているとは思うんです

けれども……

〔「マイク、マイク」と呼ぶ者あり〕

○三野泰嗣委員

コロナ禍におきまして、今、県境を越えるような移動が制限されていると思うんですけ

れども、この状況で東京や大阪など伊勢市の農産物をＰＲする機会が結構減っているかと

思います。

この令和４年度は、どのような取組をしていくのか、ちょっとお聞かせください。

◎上村和生会長

農林水産課長。

●野中農林水産課長

委員仰せのとおり、かつては東京のほうに行ったり、大阪のほうで商工部門と一緒にＰ

Ｒをしてきたというのがございます。

ただ、実際、コロナ禍により県外での物産展なんかのＰＲはできておらない状況です。

次年度におきましては、新型コロナの状況を見てということになるんですけれども、こ

れまでとは逆に伊勢市で大変多くのお客様がいらっしゃいますので、そのお越しになる観

光客の方をターゲットにおかげ横丁でのＰＲによりブランド力を高めて、販路拡大につな

げていきたいというふうに考えております。以上です。

◎上村和生会長

三野委員。

○三野泰嗣委員

ありがとうございます。コロナの状況次第ということなんですが、引き続きＰＲをお願

いできればと思います。
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最近なんですけれども、このブランド化推進作物のイチゴ栽培を新規で始められている

方がいらっしゃったり、無人の自動販売機を設置して販売している方々など、頑張ってい

る農家さんも結構いらっしゃると思います。こういった方たちに対して、この事業につい

ては恩恵があるのでしょうか、ちょっとお聞かせください。

◎上村和生会長

農林水産課長。

●野中農林水産課長

ブランド化といいますのは、今委員おっしゃられたように、個人で自動販売機ですか、

なんかを活用して非常に頑張っている方がいて、そういった個人で頑張っていらっしゃる

方がブランド化していこうというもの。農家さんの、例えば一つのトマトが１個200円と

か300円とか高価なものとか、そういったものをやっていこうというのと、またもう一つ

考え方として伊勢市という産地、大きな伊勢市という産地で取れる品目をブランド化して

いこうという、産地そのものを強化していこうというものが考えられます。

個人で頑張っている方はもちろん応援はしていくんですけれども、市が補助とか支援、

補助事業として支援を考えていますのは、自営などと連携して行う産地自体の強化とか、

複数の農家さんが連携してやっていく取組を対象としております。以上です。

◎上村和生会長

三野委員。

○三野泰嗣委員

ありがとうございます。この本事業についての趣旨は理解させていただきました。

今後、個人で特に頑張っている、若い力を何とかサポートしていただきたいなと思うん

ですけれども、ちょっとすみません、その点についてもお考えをお聞かせください。

◎上村和生会長

農林水産課長。

●野中農林水産課長

個々に頑張っていらっしゃる方ということなんですけれども、これにつきましては経営

改善計画という計画を立てていただいて、目標を持って、やる気を持っていただく農家の

方に対しては認定農業者という制度がございまして、その認定を受けていただいた農家の

方に何かできる方策については、今ちょっとないんですけれども、今後ちょっと研究して

まいりたいというふうに考えております。以上です。

◎上村和生会長

三野委員。



15

○三野泰嗣委員

ありがとうございます。今後、ＪＡさんなどと連携して、産地の強化と併せてぜひ個人

の農家さんの支援もよろしくお願いいたします。ありがとうございました。

◎上村和生会長

他に御発言はありませんか。

野口委員。

○野口佳子委員

私はこの農業振興事業のところの水田等環境改善事業について御質問させていただきた

いと思います。

この特にジャンボタニシの駆除に対する補助制度も来年度で３年目となりますが、その

効果はどうあったのでしょうか。

◎上村和生会長

農林水産課長。

●野中農林水産課長

この事業は、短期集中型で効果を上げようというふうに始めまして、今おっしゃられた

ように３年目となります。

これは田植後のそのジャンボタニシの駆除と稲刈り後の予防を行う際の薬剤購入に対し

て支援を行っているのですが、その補助の周知の際に「広報いせ」や「農業委員会だより」

等で補助以外にも被害を軽減する対策というのを周知させてもらっていまして、なかなか

壊滅というのは難しいものの、被害についてはその薬剤の補助と、それから軽減対策の双

方によって減少しているふうに考えております。以上です。

◎上村和生会長

野口委員。

○野口佳子委員

ありがとうございます。

そうしましたら、どのような被害軽減対策を周知しているのか。また、そして被害状況

はどのように確認しているのでしょうか。

◎上村和生会長

農林水産課長。

●野中農林水産課長
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軽減対策なんですけれども、ちょうど今の時期といいますか、冬にはトラクターで破砕

する、かいてもらって破砕する方法とか、あとは水深が３センチ以下では活動が鈍くなる

というジャンボタニシの習性がございますので、春の田植後には、その田んぼの水を浅く

するように指導を周知していることがあります。

被害の確認についてなんですけれども、これにつきましては、実際に田植後の６月から

７月頃に三重県、またＪＡと一緒に市の職員が実際にジャンボタニシの生息状況を市内を

見て、目視で行っております。以上です。

◎上村和生会長

野口委員。

○野口佳子委員

ありがとうございます。その３年間のうちにジャンボタニシがほとんど消えていたらよ

ろしいですけれども、そのところによってはまだまだジャンボタニシがそのままでいると

ころもあったりしたときは、どのようにされるんでしょうか。

◎上村和生会長

農林水産課長。

●野中農林水産課長

実際、目視で回ったときも被害は減っているようには思うんですけれども、エリアは広

がっているのも見受けられます。これ例えがいいかどうか分かりませんけれども、ウィ

ズ・コロナじゃありませんけれども、軽減に向けてさらに効果のある対策を研究してまい

りたいというふうに考えております。以上です。

◎上村和生会長

野口委員、よろしいですか。

○野口佳子委員

次もよろしいかな。

◎上村和生会長

この項目でしたら言ってください。

○野口佳子委員

この項目、ここまでですよね。

◎上村和生会長

よろしいですか。
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北村委員。

○北村勝委員

失礼します。すみません、この農業振興費のところで数点聞かせていただきたいと思い

ます。

まずは、担い手のほうから支援事業についてお伺いしたいと思いますが、予算が2,566

万2,000円というふうに計上されております。この担い手支援は今まで国・県と一緒に連

携して後継者育成に当たっていただいているということは周知の上なんですが、今現在、

高齢化、少子化と担い手が不足しているという現状は一番危惧しているというのはもう周

知の上だと思います。

現在、調べてみましたら農業従事者は、平成28年国勢調査によると65歳以上が1,400人

で全体の77.2％、それが令和５年になりましたらこの65歳以上の農家数が、従業員数です

ね、農家従業者数が967人で全体の80％ということでますます高齢化が進んで、大半が70

歳以上というような状況がちょっと確認されました。それでこの５年間で600件減ってい

る、そういった状況の中で農家件数は900件、人数は900人になって、青色申告をされてい

る農家が420件ということで、そういった状況の中で少し担い手をもっと大事なのかなと

思いながら、いろいろ慎重にやっていただくことを理解しながら、少しお伺いしたいと思

います。

この当初、概要書の89ページを見させていただくと、３番目に農業次世代人材投資資金

というのがあります。それで、昨年は経営開始型とありましたが、経営開始資金というふ

うに今年度から変わっているということで、少し何が変わったのかちょっと教えていただ

けたらと思います。

◎上村和生会長

農林水産課長。

●野中農林水産課長

この次世代の人材投資資金といいますのは、市を通して行う国の支援制度でありまして、

認定新規就農者に対して今年の現行の制度では、独立自営就農するための資金として、年

間最大150万円を５年間支給していくという制度になっております。この制度が令和４年

度から３年間に短縮され、最大150万円が３年間に短縮されるんですけれども、新たな制

度が創設されまして、機械や施設の導入を対象に事業費ベースで最大1,000万円のその一

部を補助するという制度が創設されました。

ただし、年間150万円の従来の制度を受ける場合には、それが事業費最大500万円と半分

になってしまうんですけれども、現行制度よりも選択肢が広がるといいますか、最初に設

備を投資どんとする方は1,000万円どんともらったらいいですし、設備投資がそんなにな

い方については150万円で毎年いただいて、じっくりやっていただくというふうなことが

できますので、有利な制度になっているかというふうに思います。以上です。
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◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

ありがとうございます。そういった形で来年度から変わるということで確認させてもら

いました。

私の近所の若い子から農業をしたいんやという声を聞く中で、いろいろなところに相談

をしているのか、そういった中で、この担い手対策が従来は親と同じ仕事ができなかった

と、仕事の場合は担い手に認められなかったという中で、何か新しくそこら辺が変わるん

やという話を聞いたんですけれども、そういったところは、この形に合わせてどういうふ

うになるのかちょっと聞かせてもらったらありがたいんですけれども。

◎上村和生会長

農林水産課長。

●野中農林水産課長

おっしゃられましたとおり、現行の制度ですと、例えば親子で引き継ぐ場合なんかです

と、同じ作物を作っていると、現行でも150万円を頂ける制度はあったんですけれども、

全く同じものを引き継ぐという場合ですと、対象にはならなかったということです。

今度、改正された制度でもその150万円のほうの、３年間のほうの制度につきましては、

同様に作物なり何か新しいリスクを取るような場合にしか認められていないんですけれど

も、設備投資なんかの事業費最大1,000万円のほうの補助金につきましては、親子での引

継ぎといいますか、同じ作物を作る場合でも特に制限がなく対象になるというふうに現時

点での情報ではそのように伺っていますので、これまで以上に世代交代への支援ができる

というふうになるというふうに考えております。以上です。

◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

ありがとうございます。そういった形でしやすい、継承しやすい、農家がやりやすいと

いう環境をつくっていただくということは意義があるのかなと思います。

ただ、やっぱり一つ心配するのが1,000万円と、当然全額じゃないんですけれども、結

構な形を融資、補助をする中で農業するけれども、それがすぐにうまくいくかどうか。も

しという心配もある中で、安心して農業に行ける、農業がすることができるというそうい

ったことが心配するんですけれども、そういった面は何か併せて検討、これから大事なこ

とやと思うのかなと私は思うんですけれども、そこら辺はどうでしょうか。

◎上村和生会長
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農林水産課長。

●野中農林水産課長

この補助金にかかわらず、ふだんから農業者の皆さんとは相談とか受け付けているんで

すけれども、特にこの事業に関しては、補助の交付を行ってから就労年度の５年後まで年

２回状況報告書を出してもらっています。それを市と県で、その農業を経営することに対

して相談を受けたり、指導を行ったりしています。

これまで支援した新規の就農者の方については、頑張って現在も続けられているという

ふうに伺っています。以上です。

◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

分かりました。そういった継続的な指導をしていただいて、安心して農業ができるとい

うような雰囲気、その周知をさせていただくということで、さらに若い担い手が増えると

いうことを期待したいと思います。

それでは、そういったことを引き続いて二つ目の遊休農地活用事業について少しお伺い

たいと思います。

当然昨今、いろいろな取組の中で遊休農地は減っています。耕作放棄地、いわゆる耕作

をせずに長期間放ってある、放ってあるという言い方が悪いんですけれども、指導しても

なかなか改善されない、そういった農地が今遊休農地の中で、今私らは耕作放棄地と言い

方は悪いんですけれども呼んだりします。

そういった中で、日々取り組んでいただく中に、この事業があるのかなというふうに思

うわけですが、まずは令和２年度、耕作放棄地の面積がたしか令和２年度は94ヘクタール

という状態で、年々減らしていただているという状況は把握しているんですけれども、面

積的には非常に多い状況だというのは私は思うわけなんですが。

そういった中で、この耕作放棄地解消事業補助金によって耕作放棄地活用、活用を進め

るという支援をいただけるわけなんですが、今年度はどれぐらいの活用見込みをされてい

るんでしょうか、教えてもらえますか。

◎上村和生会長

農林水産課長。

●野中農林水産課長

まだ年度はもう少しありますが、現時点では１件の活用がございまして、約19アールの

農地が耕作可能な状態に回復しておるという状況でございます。以上です。

◎上村和生会長
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北村委員。

○北村勝委員

補助金の活用が１件で19アールということでしたら、まだまだもっと使いやすい、また

やりやすい環境が必要なのかなというふうには思います。

それで、もっと耕作可能な状態にしていく、当然そういったことが大事だと思うんです

けれども、補助金の利用が少ないけれども、実際なぜ少ないのかなと。もう少し利用して

いただいて、耕作放棄地がどんどんなくなっていけたらなとは思うんですけれども、当局

がちょっと理解、判断される中に原因といいますか、もしもうちょっとこうしたらという

中にちょっと分析されていること、ちょっとお聞かせください。

◎上村和生会長

農林水産課長。

●野中農林水産課長

これを活用していただく要件には、耕作を目的として実際に作っていただくというのが

ございまして、続けるということに対してなんですけれども、かなり荒れ過ぎているよう

な土地ですと、その借りていく担い手さんなんかがなかなか手を出しにくいというのがあ

ると思います。

これにつきましても、後々の期間を見ていかなければならないということがありまして、

少し手を出していただけないのかなというふうには、あくまで私の感想でございますけれ

ども、あるかと思います。以上です。

◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

ありがとうございます。私、今聞かせていただいて、どうしてもこの制度は解消した後

に耕作、作付をしなくてはいけないというのが当然当たり前のことで大事なことだと思い

ます。

ただ、それがために遊休地じゃなくて耕作放棄地と言われる部分がまだまだ解消できな

いというのが少し残念だなと思います。

そうすると、耕作はしなくても管理ができて、当然そういった耕作放棄地を解消して、

その後も継続して、管理だけしてもらえる状況で使えるとかというのだったらまだ使いや

すくなるのかなと思うんですけれども、そういった考えはないでしょうか。

◎上村和生会長

農林水産課長。
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●野中農林水産課長

確かにおっしゃられるように管理していただくだけでも効果はあるかと思うんですけれ

ども、この補助金の目的は、やはり担い手さんに作っていただくというのが最終目的があ

るんですけれども、今おっしゃられたように、担い手さんがこの補助金をもっと活用して、

引き受けやすくなるような状況を、また他地域の状況も調査させてもらって、耕作放棄地

解消に向けてよりよい事業となるように向けて、研究していきたいと思っております。以

上です。

◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

ありがとうございます。ぜひ研究していただきたいと思います。

それでは、農業委員会のほうで聞きたいんです、教えてほしいんですけれども、例えば

こういった耕作放棄地は、これは全国的な中で当然高齢化を迎えて、農家継承が少ない。

そういう中でどんどん増えてくる一方で、こういう解消をしていただいて、人・農地プラ

ンで集積とか、集約をしてもらって解消するというので大きな成果を出していくとはある

わけなんですけれども、その優良農地と言われるところはどんどんそれこそ進んでそう行

かれる。だけれども、狭い、小さいところで遊休農地じゃないところは、どんどん荒れて

いくという形の現状が伊勢市内でもあるのかなというふうに把握しているわけなんですけ

れども。

そういったことを考えると農業委員会のほうでは国のほうでホームページを見ますと、

農地法が変わって、そういった長年月で指導してもなかなか解消できないところは、課税

で農地と扱わずに少し課税を考えて、固定資産税に変化をもたらして指導するというのが

載っていたいたんですけれども、そういう指導は伊勢市ではまだされていないんでしょう

か。

◎上村和生会長

農業委員会事務局長。

●日置農業委員会事務局長

すみません、耕作放棄地といいますか、農業委員会のほうでは遊休農地の調査というこ

とでさせていただいていますので、遊休農地の課税強化という部分がございます。これに

つきましては、農業委員会が、農地所有者に対して中間管理機構と協議すべきですという

ことを勧告した農業振興地域内の遊休農地が対象となってございます。この協議勧告が行

われるのには、中間管理機構への所有者さんの貸付けの意向がなく、自ら耕作の再開を行

わないなど遊休農地を放置している場合に限られてるものでございます。

また、この勧告を行う場合には、農地中間管理機構に有給農地の情報を提供するわけで

ございますが、中間管理機構が引き受けることができる場合は、勧告の対象となりますが、
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できないという場合には勧告の対象とならず、課税強化にはなりません。

そして今現在のところ、伊勢市では、課税強化の対象となった遊休農地はないのが現状

でございます。

また、参考でございますが、三重県と、あと東海４県の中でも令和３年１月１日現在、

課税強化の適用となった実績はないような状況でございます。以上です。

◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

すみません、ちょっと分かりにくいといいますか、少し中間管理機構の話が預かったと

ころはと言うんやけれども、預からないところについては課税ができないという話のよう

な。そうすると、私が心配するのは、それが今問題になるんかなという気がしますもので、

分かりました。

それでは、最後にすみません。当然現状としましては周囲の方、長年耕作放棄している

場所の耕作の現状として、周囲・周辺の方々が非常に迷惑をしているということが非常に

問題だというのは一方にまたあるのかなと思います。

それで、その周辺の方が、当然所有者が今の制度にのっとるなり、やればありがたいん

ですけれども、なかなかそういう現状がなくて困っているということが今問題になって、

何とかしてほしいという現状の中で、こういったところの制度がうまく使えればいいなと

思いながら質問させてもらっているわけなんですけれども。

ただ、そういう農業委員会を通じて所有者がどうしてもやってくれない、やれない、い

ろんな高齢化してできない、そういった事情も踏まえて、例えば第三者が回りの何とか周

囲からこれを解消したいと、要は除去したい、解消したいという場合に農業委員会に申請

して、許可的なものを考えていく。そういった制度の検討というのがあれば、そういった

ことは進むのかと思うんですけれども。最後に１点、そういったことがしてほしいという

形の中で御質問したいと思うんですが、いかがでしょうか。

◎上村和生会長

農業委員会事務局長。

●日置農業委員会事務局長

すみません、今言われたように、周りの方が除去というか、草を刈ってあげるとかとい

う場合かと思います。草を刈るという行為自体については、農業委員会が許可云々という

話ではございませんけれども、ただ、その所有者等が分からないとか、そういう場合も

多々出てくるかとは思います。

そういう場合につきましては、農業委員会に情報を教えていただきましたら法務局の登

記事項証明書やまたは近隣の方とか地元の方等にお聞きしたりしながら、所有者の手がか

りになるようなものがないか、その都度、調査していきたいと思いますので、よろしくお
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願いいたします。

◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

ぜひよろしくお願いしたいと思います。何分やっぱり一番心配な部分を今話をさせても

らったんで、御検討のほうをよろしくお願いします。以上です。

◎上村和生会長

産業観光部参事。

●成川産業観光部参事

先ほど北村委員から御質問いただいた担い手支援事業の新規就農者支援のところで、先

ほど課長が、最大1,000万円補助を受けることで選択肢が広がるというふうな説明させて

いただいたんですけれども、1,000万円というのは機械設備等の購入費、事業費が1,000万

円でありまして、そのうちの一部が補助されると。２分の１の以上の補助率になろうかと

は思っておりますが、まだそこは確定しておりませんが、1,000万円が補助金になるとい

うことではございませんので、申し訳ございません。訂正させていただきます。よろしく

お願いします。

◎上村和生会長

分かりました。

他に御発言はございませんか。

川口委員。

○川口浩委員

地産地消推進事業についてお伺いします。

先ほど、担い手への支援でいろいろお話伺わせていただきました。農業を持続させてい

く上で、やはり一定の需要先、安定した販路の確保というのは非常に重要であると思いま

す。

その中で、学校給食、非常に生産者の方のお話を聞いてみますと、魅力的な需要先とし

て存在しているというお話です。学校給食におかれましては、米飯ですとかかなりの比率

で導入が進んでいるというふうに私、学校給食のメニューのほうを見させていただいて思

っておるんですけれども、地産地消推進事業という中で学校給食での位置づけ、特に生産

量ですとか、あるいは必要量、需要量、こうしたところの目標ですとか、その伸ばしてい

くお考えですとかあるんでしょうか、お伺いします。

◎上村和生会長
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農林水産課長。

●野中農林水産課長

ただいまは生産者の需要といいますか、そちらの視点で御質問されたというふうに理解

しておりますけれども、私どもの学校給食のほうへの支援といいますと、これは地産地消、

地元のものを子供たちに知ってもらったり、その生産者へ感謝をしたりとか、その地域の

文化を理解をしたりというような、どっちかというと、教育面のほうをちょっと重視させ

てもらっております。実際には、地元産の蓮台寺柿とかアオネギ、またイチゴやノリなど

を学校給食に提出するのに支援をさせていただいておるというところでございます。以上

です。

◎上村和生会長

川口委員。

○川口浩委員

やはり農家に対しても市として今後、地産地消の観点で地元からこれぐらい買い上げて

いくんだというような計画目標が、例えば年間を通じて示されるということがありますと、

非常に農家の意欲というのも高まると思いますし、新規参入される方々にとっても安心し

て農業を始めていけるということにつながるかと思います。

そして、農水省のほうにおかれましては、今年度、みどりの食料システム戦略というの

が出ておりまして、この中で減農薬ですとか、有機農法の拡大ですとか、非常に野心的な

目標というのが2050年に向けて掲げられておるわけですけれども、地産地消の推進という

点で減農薬、有機農業の推進、絡んでくると思うんですけれども、どういうふうにこれを

地産地消に落とし込んでいくのかというような観点、お考えあるんでしょうか。

◎上村和生会長

農林水産課長。

●野中農林水産課長

この件につきましては、無農薬とか減農薬を推進していくものにつきましては、補助金

が用意してございまして、ここの地産地消の事業ではないんですけれども、そちらのほう

で支援を続けてまいりたいと考えております。以上です。

◎上村和生会長

川口委員。

○川口浩委員

地産地消を推進していくという意味で、市内の消費者に市内でこれだけ減農薬、有機農

法、作られているということを示す上でも分かりやすいような認定ですとかあればいいか
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と思うんですが、今後、御検討願えればと思います。

◎上村和生会長

よろしいですか。

ほかに。

宿委員。

御質問じゃないということでしょうか。

○宿典泰委員

時間いいのかなと思って。

◎上村和生会長

宿委員、ありますか。

○宿典泰委員

はい。

◎上村和生会長

なら、分かりました。

そのほか宿委員のほかありませんよね。

そうしたら、宿委員さん、お願いしたいと思います。もうやっていきましょう。お願い

します。

宿委員。

○宿典泰委員

私は、地産地消の推進事業のところで、これ毎回申し上げておるんですけれども、川口

委員からこの学校給食のことについて御質問がありました。私もそれは地元産として学校

給食で使われるのは、大いに結構かなということに思うんですけれども、大体この柱にな

っておるのが認定店を増やしていってというところに、やっぱり私はこだわりがあって、

地元産をたくさん作ってくださいよ、それを地元で消費しましょうということが、やはり

これは理念だと思うんですよね。

ところが、それは生産の量も分からず、消費も分からずというようなところにあって、

認定店が増えたかどうかの議論をしておるから、ちょっとそのあたりは私はもう地産地消

という推進事業としては非常に課題があるんかなとこんなことを思っています。

学校給食で使われるのは、それは大いに結構ですけれども、一般の市民の方がそういっ

た意識を持って地元産を消費するかどうかというところにかかっておると思うので、もち

ろんそれは野菜ですから、地元産の時期があります。７月、８月に大量にできるものもあ

れば、もう10月、11月になるとちょっと取れないというような、それをいかに計画的にや

っていくかということが大事なところで、学校給食でいくと次の食育というところが、や



26

はりそれも相まって食育も子供たちに見せるということもあるんだと思うですけれども、

大体その地産地消の推進事業としては、やはり今言ったような殻からちょっと抜け出さな

いとなかなか推進にはならないと思うんですけれども、そこら辺の考え方をお示しをくだ

さい。

◎上村和生会長

農林水産課長。

●野中農林水産課長

確かに今、地産地消といいますと、その認定店のＰＲ、ホームページとかチラシの作成

にとどまっているというのがございます。

ただ、今年は市民アンケートの項目に地産地消の店を知っていますかという項目を入れ

させてもらいました。そういったところ回答者の56％が知っていると答えられたのですが、

実際に意識して購入していらっしゃるのは12％という率が出ております。あれば購入して

いるというのも合わせれば59％になるんですけれども、ちょっとまだまだ地産地消という

認識は市民の間に低いというか、もうちょっと高みを目指したいなというふうに考えてお

ります。

これからなんですけれども、今というのは認定店を結構プッシュしておりますけれども、

認定店は当然ではございますけれども、生産者また消費者の皆さんのためになる方法を今

後ちょっと研究してまいりたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いします。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

もうこの令和２年、３年なんていうと、コロナ禍の関係で飲食店の消費なんかはぐっと

減っておると思うんです。幾ら認定店の看板があっても消費されないということがもう明

らかで、やはりそういうことに左右されるような状況の地産地消では、いかがかというこ

とを申し上げておるわけです。やはり違う視点で、地元産を生産をしていただいたものを

どのように地域で消費していくかということはちょっと別の議論があるんかなと、こんな

ことを思いますので、そのあたりはもう一過性ではできませんけれども、研究をしていた

だいて、次の年度にもまた継承していただけるように考えてください。

農業振興のことでちょっとお伺いをしたいと思います。

これもう以前にも私、申し上げて、農用地の解除を西豊浜町のほうで３ヘクタールぐら

いしておるんですね。それは、実は今からもう７年ぐらい前になるんではないかなと思う

んですけれども、解除されて。もうそのままの状況になっています。それで、現在は、解

除したくてもできないような農用地の状況があって、その一方で解除したけれども３ヘク

タールというような大きな面積のところが、今も何も使われずにやっておるというような

ところで。その解除自体をどうあるのかなと、戻すのかなという話も申し上げたことがあ
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るんですけれども、現状をちょっと教えていただきたいなと、こんなことを思います。

◎上村和生会長

産業観光部参事。

●成川産業観光部参事

西豊浜町地内で、場所は西豊浜町ですけれども、約３ヘクタールの農地転用された案件

だと思います。

先ほど、宿委員、農用地解除と言われましたが、その後の経過としては、平成29年７月

に農地転用の許可を出しております。この農地転用から４年以上経過しているという状況

でありますけれども、毎年、いろんな建物を建てるというわけでございますけれども、年

１回、進捗状況報告を市のほうにいただいておりまして、現況としましては、諸事情によ

ってまだその事業が未着手であるという報告をいただいている状況でございます。

あの現地におきましては、年間数回、草刈りも行っていただいておりますので、特段荒

れた状態ではなく管理をしていただいておると、そういった状況でございます。以上です。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

農業の振興ということで、農用地を解除して、別のものに替えていく、農地転用の許可

は出されたとしても、農用地の解除をする時点でそれは１、２年、長く建設工事もあると

すると３年ぐらいでものになるんだろうなということで解除されたと思うんです。それは

それで伊勢市のその収益、経済力からすると、何かがそこに立地されて、どういった形か

分かりませんけれども、大きく発展していく、それはもう結構な話でしょう。

でも、今の現在の話をすると、３ヘクタールは解除はしたけれども、農地転用の許可は

出したけれども、今、一向にその農地として存在しておるという、この何か許認可とのこ

のギャップというのか、そごがあると思うんですよね。その点については、少しやはり踏

み込んでいろんな手当てをせんといかんのかなと。限られた年数の中で、あと３年後には

こんなことになりますんやということがはっきりしておれば、そういったことも教えてい

ただきたいんですけれども。

今の話というのは、毎年そういった経過報告は出されておると。それで、今の現状は変

わらないということになっておるわけです。

農業振興ということで考えたら、本来はもう一遍農業を、農地に戻して、きちっとした

別の項でもありますけれども、土地改良事業をやって、スマート農業もやってくださいよ

というのが農林水産課のスタンスだと思うんですよね。でも、やはり毎年、届出があって、

こういう状況で毎年繰り返しとるということになると、果たしてそれは農業振興として捉

えたらいいのか、別の商工・産業のほうで捉えたらいいのかということになってくるじゃ

ないですか。だから、そのあたりを僕は問うとるわけです。
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農用地を解除するというのは、もう今、三重県のほうは１件も認めていない状況だと思

うんです、この数年間。もうそれが平成26年ぐらいからだと思うので、これもう６、７年

というのはもう農用地を解除するなんてことは全然行われていないんです。ほんの１年前

かそれぐらいで出された計画のものが、そういうことになっておるということについて、

やっぱりもうちょっと問題意識を持って、どういう土地利用をしていくのかという、都市

計画にも関係してくるんじゃないですか。そのあたりは、きちっと整理をしていただかん

と、ここは特別やということにはならんと思うので、そのあたり、どういう方向に持って

いくのか、ちょっとまちづくりの観点でも誰でもいいので、ちょっと教えてください。

◎上村和生会長

産業観光部参事。

●成川産業観光部参事

今、御質問いただきましたけれども、農林水産の振興の分野におきましては、この農地

転用をした事業目的、これが中止なり、なくなれば、速やかに農用地への編入といいます

か、戻す手続は行っていきたいというふうに考えております。特に広大な農地の地域での

案件でありますので、そういったことで戻したいという気持ちはございますが、現状にお

きましては、その許可を受けた事業者の方の事業がまだまだ計画がされている状況であり

ますので、その点は、現時点におきまして注視をしていきたいとそのように考えておりま

す。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

都市計画からいくと、今は非常に厳しい状況で網かけをしておりますよね。そんなこと

を考えると、今の状況のところだけ放置をして、申請がそんなことで毎年変更があるとい

うことについて、私はいかがかなとこう思うので、担当のほうからは踏み込んだ話はない

としても、多分、その農用地が解除されても次の動きがない場合の何か時限的なことがあ

ったように私は思うので、そのあたりの法的なことも含めてきちっと都市計画上の話も含

めて、きちっと確認をしていただきたいと思いますが、いかがですか。

◎上村和生会長

都市計画課長。

●中村都市計画課長

すみません、今お話に挙がっているところにつきましては、開発行為の許可ということ

で、三重県の許可を受けている案件のことかと思います。

確かにおっしゃるとおり、許可を受けてからなかなか事業に着手されていないというよ
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うな状況になっております。

三重県が許可権者となっておりまして、県のほうからもその事業の進捗につきましては、

農林のほうと同じように進捗について聞き取りをしとるというふうな状況でございますけ

れども、民間の事業で、こういうふうなコロナの関係もあってかどうかちょっと分かりま

せんけれども、なかなかその事業のめどが立っていないというような状況で、農林のほう

と同様の回答をいただいとるというような形で聞いております。

当然、事業に入る際には、許可を取ってから期間も長引いとるということで、その許可

の基準について変わっている部分については、その工事をするときには改めて新しい基準

でやるようにというような指導もされているというふうには聞いておりますので、今現状

は、その民間の事業の進捗を見守りたいというような形で聞いております。以上でござい

ます。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

答弁の中で、コロナ禍ということを今頃出してくることについては、ちょっと僕はいか

がかなと思うので、ちょっと訂正をしてください。コロナで今延びとる話じゃないと思う

ので、実質やはり事業計画の中で、昨年、一昨年というような状況のところで計画したも

のがということであれば、コロナ影響があるかも分かりませんけれども、そういう話では

ないと思いますので、ちょっと私は耳に障った話だと思うので、ちょっと確認をしてくだ

さい。

◎上村和生会長

都市計画課長。

●中村都市計画課長

すみません、確かにちょっと古いというか、許可が出てからかなり年数がたっています

ので、コロナ禍という言葉が確かに正しかったかどうかというと、ちょっと不確定な部分

がありますので、その部分は訂正させていただきますので、よろしくお願いいたします。

失礼します。

◎上村和生会長

よろしいですか。

〔「はい」と呼ぶ者あり〕

◎上村和生会長

他に御発言もないようですので、目３農業振興費の審査を終わります。

◎上村和生会長
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25分まで休憩させていただきます。

休憩 午前11時14分

再開 午前11時23分

◎上村和生会長

休憩を解き、会議を再開いたします。

次に、94ページの目４農業用施設管理費について御審査願います。

なお、当分科会の審査から除かれるのは、大事業１、土地改良施設維持管理事業です。

（目４農業用施設管理費） 発言なし

◎上村和生会長

発言もないようでありますので、目４農業用施設管理費の当分科会関係分の審査を終わ

ります。

次に、目５畜産業費について御審査願います。

（目５畜産業費） 発言なし

◎上村和生会長

発言もないようでありますので、目５畜産業費の審査を終わります。

次に、目６農地費について御審査願います。

（目６農地費）

◎上村和生会長

御発言はありませんか。

北村委員。

○北村勝委員

どうも、失礼します。

４の土地改良事業の農地中間管理機構関連農地整備事業について、少しお聞かせ願いた

いと思います。

予算の概要書の46ページですけれども、ここに新規事業として上げていただいてあるわ

けなんですけれども、この磯町西部において、農地中間管理機構を通した賃貸関係に基づ

き、圃場整備を行うということで、それが担い手確保、土地集積、集約、高収益化につな

がるんだということで、この事業目的が書かれておりまして、そのとおりだと思うんです

けれども、その細かい具体的な内容を少しお聞かせ願いたいと思います。
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◎上村和生会長

農林水産課長。

●野中農林水産課長

この事業は、磯町におきまして、今おっしゃられました農地中間管理機構の制度を活用

して、県営で圃場整備を行うものでございます。

圃場整備といいますのは、小さかったり形の悪い使いにくい農地を大区画化したり、農

道や農排水路を整備することによって生産性の高い農地につくり替える事業で、それを行

っていくというものでございます。以上です。

◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

この事業概要書、これを見ると、面積が30ヘクタールということで、広い面積が区画整

理予定地ということで拝見させていただきました。全体計画は令和４年度から事業計画の

いろんな形で進めていただくんだと思うんですが、令和４年度から令和11年度までにかけ

て、今回取りかかっていただく。今回が最初の年という形になるんかなと思います。

ホームページでも拝見させていただくと、人・農地プランが必要だということで、伊勢

のほうはもう既に９か所、全体が１か所で、ホームページ見ますと、それぞれの地区で10

か所の人・農地プランがつくられて、いろんな形で借手と貸手、中間管理機構も管理をし

ながら、いろんな集約をしながら、経営体が関与しながらいろんな形で集約できて、いろ

んな期待をするところが多いわけですが、今回新規事業の中で、こういったことを取り組

んでいただく中で、そういった人・農地プランを意識しながら、どこら辺が今までと違う

のかというところで、少しお伺いしたいんですけれども、あそこの場所は30ヘクタールも

あると、地権者数はどれぐらいなのかと、筆数もどれぐらいなのかなということで、そう

いった人・農地プランをどんな形で進めていくのかなというのが分かっていたら、進め方

を教えてください。

◎上村和生会長

農林水産課長。

●野中農林水産課長

まず、その30ヘクタールの対象地区の地権者数は約100名です。筆数が約600筆ございま

す。

人・農地プランにつきましては、もう既に現在作成を進めていただいておるところでご

ざいまして、これをこの整備事業の事業計画に反映させる必要がありますことから、令和

４年中にはできておらなければならない、作成することとなっております。

借手に対しては、そのプランの中でおいおい決めていくというふうな流れになっており
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ます。以上です。

◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

ありがとうございます。

それで、ひとつ借手が決まれば、今お聞かせいただいた600筆で地権者数が100人という

ことで伺いましたが、これから人・農地プランをつくって並行してやっていくということ

で分かりました。

ただ、そういった中で、今までと同じように当然この30ヘクタールの地権者100人はそ

ういった事業に対して、何かこの工事に対して負担金というのがあるのかどうか、少し聞

かせていただきたいと思います。

◎上村和生会長

農林水産課長。

●野中農林水産課長

この農地中間管理機構を使った事業は新しくできた事業でございまして、県が事業主体

となり、この事業を活用すれば、事業計画作成や工事の費用負担が地権者や借手に及ぶこ

とはありません。

ただ、当然その施設の維持管理費等は必要となってくるということでございます。以上

です。

◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

分かりました。維持管理費用は必要になるけれども、この事業に対しては負担金はせず

に、中間管理機構が県が主体になってやるということで、これから土地が集積されて、ス

マート農業とか大型機械ができる、そういった環境づくりというのが、今ちょっと聞かせ

てもらうと、今までと同じかなと思ったけれども、そういった新しいところがあるという

ことで、ほかの地域にも先進事例となって、そういった農業の活性化、またはそういった

機械化、集約化ができて、進みやすいという環境ができたことはありがたいなと思います

が、ただ、結構な年数がかかるなと思いますけれども、また今後に期待してそういったこ

とを他の地区にでもできたらいいなと思います。ありがとうございました。

◎上村和生会長

他に御発言はございませんか。
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎上村和生会長

御発言もないようでありますので、目６農地費の審査を終わります。

次に、96ページの目７湛水防除事業費について御審査願います。

（目７湛水防除事業費）

◎上村和生会長

御発言はありませんか。

宿委員。

○宿典泰委員

この湛水防除事業のところでお聞きをしたいのは、機能更新をされる（３）の排水機維

持管理経費のところなんです。

これ説明文の中にも、ＩＣＴの導入によって運転支援システムを導入するということで

ありますけれども、湛水防除の施設が以前頂いた資料では33以上あるんではないかなと、

こんなことを思うんですけれども、当然優先順位を含めながら考えられるんだとは思うん

ですけれども、今回の予算でどのような状況になるのか教えてください。

◎上村和生会長

農林水産課副参事。

●徳田農林水産課副参事

今年度ＩＣＴの検討業務ということで、４排水機場について進めているところでござい

ます。

今はまだ委託というふうな作業中でございますけれども、その４排水機場についてＩＣ

Ｔ化については可能であるというふうな方向性が示されてきております。以上でございま

す。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

この調査結果があれば、人的な配置というのか、当然鍵を持っていただいてという地元

の人たちの軽減にもなる話ですから進めていただきたいとは思うんですけれども、今回も

そういった話の湛水防除の試運転のことを確認すると、冬場のこの時期になるとエンジン

かからないと、冷え過ぎてね。そんな状況があります。

いまや湛水防除といっても、農業政策だけではなくて、住宅地の浸水災害にも大きく役

に立っておるわけでありますから、そういった点での確認というのか、調査というのをも
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う少しやっていただかんといかんのかなと。

春先、夏場なんていうのは問題ないようですけれども、こういった冷たい時期の冬場は

もう全然そういったことがあって、役に立たないというようなことも声も聞きますので、

そのあたりが耳に入っておるかも含めて、ちょっと確認をしたいと思います。

◎上村和生会長

農林水産課副参事。

●徳田農林水産課副参事

ありがとうございます。排水機場の日々の管理につきましては、操作員の皆様と連絡を

取り合えてというふうな体制も確保はしているところではございます。また、定期的に稼

働状況や気づいた点についても報告をいただいております。また、緊急的な補修とかにも

対しましては、その都度対応しているところではございます。

御心配いただいている件につきましても、今後、状況把握に努めながら、必要な補修を

行っていきたいと考えますので、よろしくお願いします。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

分かりました。そのあたりのことは、また調査もして、現地確認をしていただきたいと

思います。

もう一点、湛水防除事業というのが、やはり地元の土地改良区の所有であったりとかい

うことで、なかなか資金が、資金難と言うのか、ありません。

そういったお金がないために、例えば維持課の関係になるのか、シャッターのモーター

が壊れておるとか、冬場もすごい、昔につくったエンジンですので、機械の中の音もすご

い状況で、なかなかおれない。「こんな状況のときにはどうするの」ということをお聞き

をしたら、「いや、外へ出て試運転待ってますんや」と、「その時間帯だけ待っとるんや」

という話。外へ出てということは、冬場の雨の時期にはどうするのと、「傘差して待っと

るしかないわな」とこんな状況です。

他市の状況を調べてみたら、やはり外で管理できる管理小屋と言うんですかね、そうい

った施設もあるというようなことを聞くと、地元のほうで管理をしてもらいながら、そう

いった手当てが全然できていないということを非常に思うんですね。

そのあたりは、ここの予算の中でどのような状況になっていくのかということを想像す

ると、多分湛水防除が34、5あるんでしょうかね。その中で、そういったところを各自調

べていただくと、とてもやない予算になるんかなということも想像はするんです。

一挙にということではなくて、いつ水害が来るか分からんというようなことで、農地だ

けではなくて住宅のところにも湛水防除が有効に活用されておりますから、そのあたりの

ことをどのように確認していただくのか、ちょっと確認をしたいと思います。
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◎上村和生会長

農林水産課副参事。

●徳田農林水産課副参事

委員仰せのように、いろいろと障害が起きておるといった声も聞いておりますもので、

そういうところは即座に対応したいと考えております。

また、そういう夏場、特に排水機場を運転することになりますが、その運転管理してい

ただいている地元の方々の声を聞きますと、やはり暑いといったような声も聞きますこと

から、来年度予算におきまして、そういうふうな管理人室の空調設備といったことも予算

化して対応していこうと考えているところでございます。

また、あと、やはり音がうるさいということの声も届いております。中で待機しておる

とエンジンの音でなかなか大変やという声も聞いておりますことから、そういったところ

の声を拾いまして、その排水機場につきましては、外に管理人室を設置したりとかいうふ

うなことで、快適な管理をしていただけるようなことも来年度の予算に盛り込んでいると

ころではございます。以上でございます。

○宿典泰委員

ありがとう。

◎上村和生会長

よろしいですか。

他に御発言はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎上村和生会長

発言もないようでありますので、目７湛水防除事業費の審査を終わります。

次に、項２林業費について御審査願います。

《項２林業費》

◎上村和生会長

御発言はありませんか。

三野委員。

○三野泰嗣委員

ありがとうございます。目２林業振興費の獣害対策事業について、ちょっとお尋ねした

いと思います。よろしくお願いいたします。

概要書にもあるんですけれども、新規の取組として、スマートフォンを活用して有害獣

の目撃情報報告システムの導入を行っていくと書いてあるんですけれども、ちょっとこの
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点についてもう少し具体的にお聞かせ願えますでしょうか。

◎上村和生会長

農林水産課長。

●野中農林水産課長

このスマートフォンを活用した事業なんですけれども、三重大学また民間企業と連携し

て、有害獣の目撃情報システムの開発と試験導入を行う予定となっております。

このシステムによって、有害獣の出没場所、出てくる場所とか、時期とか、数を把握し

て、目撃情報の多い場所へ集中的に捕獲や追い払いを行って、効果的な獣害対策を取って

いきたいというふうに考えております。以上です。

◎上村和生会長

三野委員。

○三野泰嗣委員

ありがとうございます。

では、そのシステムの利用についてなんですけれども、これは地域ぐるみで取組を行っ

ているような集落等に対して限定的な運用にはなると思うんですけれども、今後誰もがこ

のシステムを利用できるようなことにはなるんでしょうか。ちょっとお聞かせください。

◎上村和生会長

農林水産課長。

●野中農林水産課長

現在はこのシステムを利用する対象は、猟友会の方や、実際獣害防止活動をされている

地域の農家の方々などを考えております。もっと広く活用できれば効果は上がるかとは思

うんですけれども、費用等の問題もございまして、すぐに今それを実行するのは難しいと

は考えておりますけれども、まだまだこれから研究開発ということですもので、運用しな

がらさらによりよいシステムを構築していくように考えておりますので、よろしくお願い

いたします。

◎上村和生会長

三野委員。

○三野泰嗣委員

ありがとうございました。有害獣の被害については、地域の深刻な問題にもなっていま

すので、今後とも効率的に取組を続けていただければと思います。ありがとうございまし

た。
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◎上村和生会長

他に御発言はございませんか。

野口委員。

○野口佳子委員

すみません、私は５番の森林経営管理事業のところのお尋ねをさせていただきたいと思

いますが、令和２年度から始まった事業ですが、森林整備の今の進捗状況はどうなってい

るんでしょうか。

◎上村和生会長

農林水産課副参事。

●徳田農林水産課副参事

委員仰せのように、令和２年度から新たにスタートさせました事業でございます。今の

状況といたしましては、令和２年度にどのように森林を整備するかといった全体計画を作

成しておりまして、それに基づいて今現在進行しているところでございます。

令和２年度におきましては、モデル地区としまして、三郷山の周辺についての意向調査

を実施したところでございます。今年度は上野町、また横輪町の地区におきまして意向調

査と、また、三郷山の意向調査をしていただいたところの境界の確定を実施しているとこ

ろでございます。以上です。

◎上村和生会長

野口委員。

○野口佳子委員

それでは、令和４年度で進めていく地区と今後の予定地はどこなんでしょうか。

◎上村和生会長

農林水産課副参事。

●徳田農林水産課副参事

令和４年度につきましては、上野と横輪地区の境界確認と、あと三郷山等境界確認が確

定しましたら、経営管理の集積計画というふうなことの作成に入る予定をしております。

また、朝熊地区の意向調査も併せて実施していくというふうな予定をさせていただいてお

ります。

また、それ以降の予定になりますが、令和５年度からやっと現地に、三郷山周辺地区に

なりますが、間伐に着手できるかなといった予定でございます。

その後は、境界調査、境界確認、集積計画とか間伐作業といった工程を毎年ずらしなが
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ら実施していく予定でございますので、よろしくお願いいたします。

◎上村和生会長

野口委員。

○野口佳子委員

そうしますと、集積計画というのはどういったものでしょうか。

◎上村和生会長

農林水産課副参事。

●徳田農林水産課副参事

失礼しました。説明が不足しましてすみません。

経営管理の集積計画とは、市がＡさん、Ｂさん、Ｃさんといろんな森林を持たれている

方の森林をまとめて受けるための計画策定でございます。

計画の内容としましては、簡単には、伊勢市が森林を何年管理していくのかとか、また

管理の内容、また同意者の意向を踏まえて作成する計画となっております。以上でござい

ます。

◎上村和生会長

野口委員。

○野口佳子委員

そうしましたら、最後なんですけれども、私有林を市や事業者が管理していくというこ

とですが、この所有者の負担はあるのでしょうか。

◎上村和生会長

農林水産課副参事。

●徳田農林水産課副参事

今後、この譲与税を活用しまして、個人のお持ちの森林を管理保全していくことになり

ます。基本的に所有者の負担はございません。ただ、逆にその森林が本当に立派な木で森

林経営として成り立つようなものがあれば、その所有者に逆に利益の配分といったことも

可能となっております。以上です。

◎上村和生会長

野口委員。

○野口佳子委員
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分かりました。これ前にも聞いたことあるんですけれども、巡回を１巡するのには50年

以上かかると聞いておりますが、長期の事業となるので頑張っていただきたいと思います。

よろしくお願いします。

◎上村和生会長

他に。

川口委員。

○川口浩委員

獣害対策事業の獣害防止事業についてお伺いします。

私も実際に通学路でイノシシなどを見かけたり、生徒・学生から頻繁に目撃情報を受け

ております。また、実際畑でも荒らされた痕というのを見る機会があるんですけれども、

市ではその被害額、被害件数というのは把握されているんでしょうか。

◎上村和生会長

農林水産課長。

●野中農林水産課長

被害額につきましては、令和２年度の数字なんですけれども、約1,750万円で、あと、

面積としましては14.2ヘクタールあるというふうな資料がございます。以上です。

◎上村和生会長

川口委員。

○川口浩委員

通学路での目撃情報などは、特段把握されていないということでよろしいですか。

◎上村和生会長

農林水産課長。

●野中農林水産課長

通学路に限らず町なかといいますか、住宅街でも見つかるというのは連絡いただいてお

りますが、その件数と農業被害の件数というのは、ちょっと分けては把握しておりません

ので、よろしくお願いします。

◎上村和生会長

川口委員。

○川口浩委員
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捕獲金額に合わせて補助金が出ておりますけれども、捕獲の担い手、猟銃ですとかわな

などの担い手さんの充足状況というんですかね、高齢化しているという話も伺いますが、

現状どう捉えていらっしゃいますか。

◎上村和生会長

農林水産課長。

●野中農林水産課長

確かに担い手が減っているというふうには伺っております。ただ、今担い手の猟をされ

る方の数字というのを持っていないんですけれども、それを防ぐために、わな猟の免許取

得費につきまして補助をして、そういった拡充と言いますか、推進をしていっておるとこ

ろでございます。以上です。

◎上村和生会長

産業観光部参事。

●成川産業観光部参事

担い手さんの数でございますけれども、伊勢地区猟友会さんにいつも聞かせていただい

ておりまして、会員数でございますが、平成29年で会員数は106人、令和３年12月末現在

で110人ということで、若干増えているというところでありまして、先ほど課長申しまし

たように、市としても、わなの免許を取る免許費に対して補助も出させていただいて、そ

の数を増やしていく支援も行っている状況でございます。以上です。

◎上村和生会長

川口委員。

○川口浩委員

資格の取得に関しては、猟友会向けということではなしに全般的に、特に若い方、関心

持っていらっしゃる方も多いかと思いますので、周知徹底していただければと思います。

◎上村和生会長

よろしいですか。他に御発言はよろしいですか。

宿委員。

○宿典泰委員

私も森林経営の管理事業のところで御質問を申し上げたいと思います。

先ほど来、いろいろと御質問もあって、御答弁を聞いておると、やはりもう50年からの

計画みたいなことになってしまうと。それを聞いておると、やはりスピード感がないなと

いうことを非常に感じます。それはもう担当者だけの責任ではないんですけれども、その
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あたりをもう少し具体的にやっていかないと、ほとんどの所有者がもう高齢化していく。

息子はおるんやけれどもと言うけれども、もう遠方におるということで、これも荒れ果て

た森林になってしまうということが、もう見えていますよね。

そのあたりの対策について、スピード感を持ってということの言い方で申し訳ないんや

けれども、先ほどの計画の様子を見ても、もう５年でもなかなか、上野地区は少し進むか

なというような状況ですので、具体的にやはりスピード感を上げるためにどのような考え

方をしておるか、確認をさせてください。

◎上村和生会長

農林水産課副参事。

●徳田農林水産課副参事

委員仰せのように、長期的に50年かかるような計画となっております。この制度上、こ

ういう山にすぐ間伐に入れれば、非常にスピード感を持って進んでいけるとは思うんです

けれども、やはり制度上、この山を市に預けてくれるのかといった意向調査、また、どこ

までが個人さんの山やといった境界の確認、また、どれだけの山を一手に市が引き受ける

のかといった集積計画とかいった工程を経まして、やっと初めて現地の間伐に入れるとい

った状況でございます。

その後、その工程をずらしながらいくわけで、確かにやっとこさ令和５年度に三郷山の

周辺に間伐に入れるといった状況でございますが、令和２年度からスタートして、この工

程を１個ずつ今経ているところでございます。

その後、その工程を年度ごとにずらしていくことから、今のところはなかなか現地に入

れていない状況でございますが、令和７年度には、予定でございますけれども、上野町の

間伐、また令和８年度には横輪町のほうの間伐に入れるのかなといった予定をしておりま

す。

また、そういうふうなところがどんどんオーバーラップしていきまして、令和10年度以

降からは、ほぼ毎年のように現地間伐に入れるといった工程となっておりますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

スピード感の話の答弁にはちょっとどうかなという感じはしたんですけれど、やはりや

むを得ん部分もあって、作業が長期化になってしまうということは理解をしました。

森林が豊かになるというのは海の問題も出てくるので、いろんな水産業の関係も出てき

ますから、そのあたりは認識を私もしておるわけでありますけれども、一つ私は懸念して

おるのが、竹やぶが非常に森林の中に生えて、あの成長の具合というのはなかなかこれか

ら課題になってくるのかなと。
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それで、竹やぶをそれなりに伐採したとしても、どのような利活用があるのかとか、ど

のように処分をしていくのかというのは、これはこれから大きな問題になってくるんでは

ないかなと思うんですけれども、そのあたりの感覚というのか、予算での状況をちょっと

確認したいと思うんです。

◎上村和生会長

農林水産課副参事。

●徳田農林水産課副参事

今のところ、全体計画の中では、ちょっと竹林といったことまではまだ考えていない状

況ではございますが、確かに委員仰せのように、竹の伸びるスピード、また増殖している

スピードというのは確かに早うございます。

なかなかタケノコだけでは追いつかんところもございまして、森林の機能低下といった

おそれのある里山であったり、竹林等についても、必要に応じてこの環境譲与税を活用し

た除伐というふうなことには対応は可能でございます。

また、竹の利用といったところではございますが、昔であれば竹炭にとか利用してもら

えるといったようなところがあればいいのですが、なかなかちょっと除伐して利活用が図

れないのであれば、その場に切って、玉切りと言いまして、何メーターかに切りそろえて

並べていくといったことになるのかなと思います。以上です。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

そのあたりのことも踏まえながらやっていかないと、なかなか前に進まない部分も出て

くるかと思うのと、もう一つやはり、計画では上野、朝熊、それから横輪ということで進

んでいくという説明はありましたけれども、その中で、竹林がもうすごい状況になってき

たというところは、一部やっぱりそのあたりのことも踏まえながら進んでいくべきではな

いかなということも感じるんですけれど、それはもうちょっと現場を見て、現場主義で臨

機応変に考えていく必要があるかなと思うんですけれど、いかがでしょうか。

◎上村和生会長

農林水産課副参事。

●徳田農林水産課副参事

委員仰せのように、確かに竹やぶについても問題があろうかと思います。そこら辺また

現場の調査や地元の声も聞きながら、譲与税の活用を計画の中へ反映しながら活用して、

竹林の保全についても努めていきたいと考えております。以上でございます。
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◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

分かりました。今は大規模な林業の経営管理ということになってくるとは思うんですけ

れど、実は伊勢市内にも竹林というか、竹やぶで非常に困っておる地域がちょこちょこあ

るんですね。一度国のほうの調査とか県のほうの調査でどれぐらいの規模なら補助金出ま

すよというようなことがあって、自治会で大騒ぎしたことがあるんですね。

その絡みというのは、農林水産課のほうではどの程度つかんでおるのか、ちょっと教え

てください。

◎上村和生会長

農林水産課副参事。

●徳田農林水産課副参事

竹林ですけれども、今伊勢市の中におきましては、約45ヘクタールほど竹林があるとい

うふうなデータはございます。

ただ、ちょっと地元のほうでどこが困っておるとか、そういったことまでは、すみませ

ん、まだ把握し切れておりませんので、申し訳ないです。今後そういうふうな把握に努め

ていきたいと思います。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

県事業やったのか、国の事業かでちょっと忘れてしまいましたけれど、何か補助金が出

るということで、自治会等で協議したことがあるんですけれど、そのあたりのことは情報

としては持ってみえないということですか。

◎上村和生会長

農林水産課副参事。

●徳田農林水産課副参事

ちょっと今はもう継続していないと思うんですけれども、バンブーバスターとかいった

補助金が……。

〔「バンブー」と呼ぶ者あり〕

●徳田農林水産課副参事

バンブーというのは、竹を英語で言うたらバンブーと言うんですけれども、そういった

補助金が過去にあったということは認識をしております。以上です。
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◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

ないもん分からへんで。ありがとう。

◎上村和生会長

よろしいですか。

ほかに。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎上村和生会長

発言もないようでありますので、項２林業費の審査を終わります。

ここで一旦休憩ということで、13時まで休憩といたします。

休憩 午前11時56分

再開 午後０時56分

◎上村和生会長

休憩を閉じ、再開をします。

次に、項３水産業費について御審査願います。水産業費は96ページから99ページです。

《項３水産業費》

◎上村和生会長

御発言はありませんか。

野崎委員。

○野崎隆太委員

ここ項一括ということで御質問をさせていただければと思います。

目３漁港管理費の大事業の中の漁港管理事業のことでちょっとお伺いをいたします。

事業概要書を見ておりますと、平成23年から続いてきた事業で、この３年間もそれぞれ

予算が支出されておるわけですけれども、この令和４年度の予算で、全体の進捗と言って

もそれぞれ毎年工事はあるわけですけれども、どれぐらいの進捗をしていて、施設の管理

とかそういったものは順調なのかどうなのかというのをちょっとお聞かせください。

◎上村和生会長

農林水産課副参事。
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●徳田農林水産課副参事

水産基盤の保全事業でございます。来年度の予算としまして、大淀漁港の堤防の保全工

事を87メートル予定させていただいていまして、また、豊北漁港の保全工事ということで

上げさせていただいております。

大淀漁港の南防波堤におきましては、来年度予算におきまして完了となる予定でござい

ます。また、豊北漁港についても、来年度の事業でほぼ完了しまして、令和６年度の村松

の保全事業をもちまして一通りの保全事業が一旦完了することになりますけれど、また一

定の期間更新を行っていくというふうな事業となっております。今の進捗状況でございま

す。以上です。

◎上村和生会長

野崎委員。

○野崎隆太委員

分かりました。今御説明いただいた中で、当然先ほど御答弁いただいた中でもありまし

たけれども、壊れたときには当然補修もしなきゃいけませんし、漁業の担い手の確保であ

るとか、これからの漁業者育成とか、もしくは伊勢の水産業を守っていくという意味では

必要な事業ということは当然僕も理解はするんです。

ただ、一方でこの伊勢市は水産業の漁獲高というのはあまり高くなくて、漁港に費用対

効果を求めるかどうかという議論はちょっと置いておいて、市民の皆様からも理解をいた

だく必要があると思うんです。そのあたりについてどんなふうにお考えですか。

◎上村和生会長

農林水産課副参事。

●徳田農林水産課副参事

御指摘のあるように、漁港に関して市民の利用といった御質問かと思います。

漁港につきましては、漁港ごと用地の利用方法が定められておりまして、なかなか自由

に何でもかんでもええという活用をすることがなかなか難しい施設もございます。

とは言うものの、漁業者の減少等で地域の漁業の変化ということもやはり全国的に見ら

れるといったこともございます。国も漁港の有効活用を推進しているといった動きもござ

います。

市としましても、漁協やまた漁業者様との連携についての活用といったこともまた協議

しながら検討していきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。

◎上村和生会長

野崎委員。

○野崎隆太委員
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分かりました。審査というか要望を言うわけにはいかんので、何をしてくれという話が

あるわけではないんですけれども、一方で、たしか農林水産業費の中でもパートナーの日

の中に魚を使ってというような事業が今年出ていたかなというふうにも思うんですけれど

も、同じように安全管理という面で完全に開放してしまっていいというふうには僕も思っ

てはいないんですけれども、ただ、担い手とかのそういった育てるようなきっかけが一般

釣り客の釣りであってもいいわけですし、お父さんと釣りに行ったというのがそこからだ

んだん魚に興味を持つということも当然あるわけで、そういうことも含めて、各組合とか

事業者の皆さんといろんな話を重ねていただいて、なるべく漁港なんかも有効に活用して

いただければと思います。それだけ申し上げて終わります。

◎上村和生会長

ほかにございませんか。

宿委員。

○宿典泰委員

私は、種苗の放流事業というのが今年も載っておるんですけれども、何か令和４年度で

変化されておるような状況があったら報告してください。

◎上村和生会長

農林水産課副参事。

●徳田農林水産課副参事

新たに変化ということはなかなかございませんでして、やはり今ちょっと危機に瀕して

おるアサリといったものがまた放流できればいいのですが、伊勢湾でやはりもうそういっ

た稚貝も手に入らないといった状況で、やはり海につきましては、車海老また貝類として

は恐らくハマグリになるのかなといったところでございます。以上です。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

この種苗の放流事業と、私は決算のときにお見かけした干潟の保全事業があったと思う

んですけれども、今回は予算のほうも出てきておらないので。

なぜこういう質問をするかというと、種苗放流と干潟の保全活動というのが一体ではな

いかなという意識があって、やはり干潟の保全をしていきながら種苗放流をしていくとい

うことがやっぱり必要ではないかなと思うんですけれど、今回干潟についてないという理

由について何かあれば教えてください。

◎上村和生会長
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農林水産課副参事。

●徳田農林水産課副参事

干潟保全につきましては、令和元年度までは２組織活動をしていただいておりましたが、

今一色のほうにつきましては令和元年度をもちまして活動を休止したいというふうな申入

れがありました。

また、もう１組織でございます村松のほうの保全会様のほうにおかれまして、一生懸命

ケアシェルを活用してアサリの稚貝を育成したり、また藻場を増やそうといった活動にも

一生懸命取り組まれておったところではございますが、去年の９月に二枚貝、アサリでご

ざいますが、資源の開発が思ったほど、期待を持つほどなかなか図れない。また、会員の

高齢化もあり、コロナ禍での活動の困難さもあり、ちょっと休止をしたいというふうな報

告があったことから、来年予算には計上されておらないといった状況でございます。以上

です。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

そうすると、そういったことは民間の活動に委ねておって、行政としては水産業という

ところの特に稚貝の問題や種苗の関係で何か特段やるということにはならないのかという

ことと、当然水産業に従事をされておる方々からの要請というのか、要望というのか、そ

ういったことはないのかということで、活動がなければこのままもう放置ということにな

るんでしょうか。今後のことを聞かせてください。

◎上村和生会長

農林水産課副参事。

●徳田農林水産課副参事

過去には４組織ほど活動されていた、それでどんどん１組織ごと減っていったというと

ころもございます。そこら辺については、また漁協さんのほうともそういう機運があるよ

うな組織があれば、またそういったところとも話合いを持って、何とか復活できるような

ことがあれば、またそういうふうなところには支援していきたいと考えております。以上

です。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

以前に申し上げたことがあるんですけれども、農業はいわゆる振興計画というのをつく
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って毎年の事業であったりとか、農業者とのやり取りの中で補助事業すごく多いですけれ

ど、こんな事業があります。

ところが、水産業のほうは振興計画もなければ、地元の漁協にお任せをして、先ほどか

ら議論あった船だまりであるとか、堤防であるとか、そういったところの築造計画だけや

っておると。

あと、捕る側のほうの高齢化やら地元との関係というのはちょっと置き去りになったよ

うな状況なんですけれど、これは行政が一生懸命やれという話ではなくて、水産業に携わ

っておる方々がどう思ってみえるのかということが我々もあまり見えないので、農業者の

方は、先ほどからのいろんな質問も含めて、積極的にスマート農業までやっていこうとい

うような話もある傍ら、やっぱり水産業の関係で事業が本当に少ないというのは、これか

ら船を出して捕りに行くという漁業ではなくて、栽培漁業と言われるようなことに移って

いくとかそんな話も何もないので、若干心配をしています。

林業のほうは、先ほど森林計画で何かこれから新しい手当てをやっていこうということ

をちょっと分かりましたけれども、そのあたりの水産業に対しての取組方と言うんですか

ね、行政側の。そのあたりのことを聞かせていただきたいと思うんですけれども。

◎上村和生会長

農林水産課副参事。

●徳田農林水産課副参事

まず、漁業者さんが減っていく中で、なかなか難しい問題ではございます。そういった

中で、一応課題としてちょっと捉えているところが、なかなか新規の漁業者も高齢化も進

む中難しいのかなといった中で、やはり、初めて漁業を始められるといった人のための研

修の受入れ体制の確保といったことも必要なことかなと思っております。

また、農業のほうにつきましては、ＩＣＴ化といったこともどんどん進んできてはおる

のですが、漁業については、養殖業についてはＩＣＴ化というのも結構研究もされ、進ん

でいっているところではございますが、養殖ではなくそういう漁業に対してのＩＣＴとい

うのも今後また研究しながら取り入れていって、また省力化といったことも検討していく

必要があるのかと考えております。

いずれにしましても、何とか新規の就業者を確保するために、伊勢湾漁協様と受入れ体

制に対する連携が不可欠と考えております。

今後ともまた継続した協議を行いながら、そういった支援対策についても模索していき

たいと考えております。以上です。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

御答弁いただいたんですけれど、なかなか先の見えていないような状況ですし、水産業
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の将来は非常に危ぶまれるんではないかなと、こんなことを思います。

船着場やら漁港の改修をするというのは、もう当然それは効率的にやっていただかない

かん話だとは思うんですけれど、その一方で、やはり水産業のほうも高齢化でなかなか後

継者がいないというようなことも声は聞いています。それだけでいいんかという話ではな

いので、今言われたような話だけでね。

ちょっと取組のほうもきちっとどのようにやっていくか、もう水産業の１次産業として

は、このままの状況を待っておるというようなこともちょっといかがかなと思うので、こ

れだけ海に囲まれたところで水産業が衰退していくなんてこともちょっと考えづらい話で

す。

行政側の構え方というのは、やはり出ていってやるわけにいかんので、水産業者の人が

いかに、やはり水産業をもっと活性化しようと思ったら、こんなことが足らんのやとか、

こんなことどうやろうかというようなことがないことには動きませんよね。そのあたりの

ことを少し動けるようにだけやっていく必要もあるかなと、こんなことを思うんですけれ

ども、いかがでしょうか。

◎上村和生会長

産業観光部参事。

●成川産業観光部参事

委員おっしゃっていただきましたように、今漁業のほうでも担い手がだんだん減ってき

ているというところでございますので、行政だけでちょっとこういうことをやりましょう

かというのも何か強制的な形になってもいけませんので、漁協との連携というのが本当に

大事やと思っております。

また、漁協とその組合員さんである漁業者の方々、そういった方々との連携で漁業の体

験なんかもしてもらって興味を持っていただくような、そういった場合には、例えば漁業

者さんのお船に乗って漁獲のことも勉強していただくとか、いろんなことが考えられます

ので、その辺の具体的な対策については、今後とも関係団体、関係者との連携で検討して

いきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

◎上村和生会長

よろしいですか。

宿委員。

○宿典泰委員

ぜひ副市長さんには、どんな御意見あるか、ちょっとお聞きをしたいと思うんですけれ

ども。

◎上村和生会長

福井副市長。
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●福井副市長

まさに宿委員おっしゃられたように、伊勢市は海に囲まれた市であります。職域の関係

も含めて水産業、それから水産物について普及啓発するということも非常に大切だと思っ

ています。

そこの担い手は行政だけではなかなか難しいというのは、そのとおりだと思っておりま

すので、ぜひ漁協と話合いをして、行政のほうも、国や水産試験場の関係や水産研究所と

か技術的な支援の部分もありますので、幅広く議論をして、よりよい漁業を進めていきた

いと思っております。

○宿典泰委員

ありがとうございました。

◎上村和生会長

ありますか、御発言。他に御発言はよろしいですか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎上村和生会長

御発言もないようでありますので、項３水産業費の審査を終わります。

以上で、款６農林水産業費の当分科会関係分の審査を終わります。

次に、100ページをお開きください。

款７商工費の審査に入ります。

商工費については、目単位での審査をお願いします。

なお、商工費は、全てが本分科会の所管となります。

それでは、項１商工費、目１商工総務費について御審査を願います。

【款７商工費】《項１商工費》（目１商工総務費）

◎上村和生会長

御発言はございませんか。

北村委員。

○北村勝委員

失礼します。この項目の中の３番目、消費生活関連事業、消費生活センター運営事業費

について少しお伺いしたいと思います。

これは先般の産業建設委員会でも報告があり、今回伊勢志摩定住自立圏共生ビジョンと

いうことでいろんな項目で伺っている情報もあるんですが、そういったことで、あえて少

しお聞きしたいと思います。

まず、この予算を見ますと、今年度予算が1,109万9,000円となっております。それで、

他の市町のそういった相談を伊勢が一手に引き受けて連携をしていこうという事業だと思
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うんですが、この本市の事業費の負担が増えたのに、負担が増える割には事業費がこれで

はどうなのかなということで、昨年に比べてどうなのかと思うと、少し疑問が湧いたわけ

なんですけれども、少しそのところを教えていただいてよろしいですか。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

消費生活センターでございます。予算の増額の部分につきましては、広域化をするに当

たりまして、相談員を１名増やしておりますので、その人件費等々が増額となっておりま

す。

各市町から負担いただく分につきましては、別途歳入のほうで計上させていただいてお

りますので、運営事業の事業費としては増えたということで御理解いただきたいと思いま

す。

◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

分かりました。負担金の割には金額がこういう状態でしたので、ありがとうございます。

理解できました。

それで、広域化によって、当然相談員を１人増やしたということを伺っております。当

事業においては、そういったことで少しできたら相談事例と言いますか、件数等が分かっ

ていたら、ちょっと教えてください。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

相談件数でございますけれども、伊勢市におきましては例年800件程度ございます。今

度連携しようとしていくところですと、志摩市さんで大体年間110件程度、あと鳥羽市さ

ん、玉城町さん、南伊勢町さん、大紀町さん、それぞれが大体今10件から20件程度、これ

年間ですけれども、程度と聞いております。

相談事例におきましては、いわゆるテレビやインターネットとかでＣＭとか流れており

ます定期購入に係る契約の解除ができない、解約の仕方が分からない。あと、それから不

審なメールや電話、架空請求、それから賃貸アパートの退去時に高額な費用が請求される

などといった相談、これが多い傾向にございます。以上です。

◎上村和生会長
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北村委員。

○北村勝委員

ありがとうございます。今までに消費生活センター、当然相談に乗っていただいている

ということは理解できます。ただ、範囲が広くなって、当然件数がこの程度、それを大き

くカバーしていかなあかんということで、当然担当に当たってもらう方はいろんなかたち

の専門知識等が必要になってくるのかなというので、そういったところがあるのか、当然

必要にはなってくるのかなということで、少しその専門的な知識をどのように皆さんやっ

てもらう担当者に体制として考えて導入してもらっているのか、お聞かせください。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

消費生活センターというのは、各自治体におきまして設置努力義務と言いましょうか、

設置することを努力するというところになっております。

消費生活センターと名のろうと思いますと、いわゆる有資格者が常駐していること、こ

れが条件となりまして、伊勢市におきましては、消費生活相談員資格試験、こちらに合格

した相談員というのを現在配置しておるところでございます。

また、資格を今お持ちでない方も、こちらに合格していただくように頑張っていただい

ておるところでございます。

◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

分かりました。そういった資格を持った専門的な知識でやっていただいているというこ

とで分かりました。

それで、広域化になって件数が増えると、一番心配するのはいろんな部分でネットワー

クを取って、当然相談員さんの、私らもう考えるといろんな苦情等も多いのかなと。そう

すると、やはりすごい大変なことをやっていただいているなということで、そういった知

識を持っている方にしても、いろんなネットワークが連携すると、少しいろんな形で解決

も早い、相談もできやすいかなと。

そういう環境づくりが大事かなと思う点で、当然三重県の消費生活センターとか県もあ

ります。他の団体等のそういったいろんな相談するところもあると思うんですけれども、

そういった連携なんかはしていただきながら、担当の職員さんについてはいろんな形で配

慮されてうまく軌道に乗っているということはされておるのかどうかを確認させてくださ

い。
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◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

消費生活の相談事例等の共有という話になろうかと思うんですけれども、消費生活の中

では、専用回線を利用しまして、パイオネットという情報共有サイトというのがございま

す。これは国が設置をしておるサイトでございますが、これはよその市町、三重県さん等

も含めてなんですけれども、他の市町のセンターの相談員さんが書き込むことによりまし

て、相談の内容の傾向とか、あと、それから解決に向けた、どういう解決をしたよという

その情報とか、そういったことが共有される仕組みとなっておりますので、そういった中

で情報を共有しながら、また業務に当たっていきたいというふうに考えております。以上

です。

◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

分かりました。そういったパイオネットですか、そういったいろんな形でネットワーク

を活用して、当然市民の相談に乗っていただくということで、市民生活の向上につなげて

いただきたいという思いで、また、一方では、担当される方の精神的負担もそういったこ

とでやられるのかなと思うので、期待しておりますので、よろしくお願いします。

◎上村和生会長

他に御発言はございませんか。

宿委員。

○宿典泰委員

私もこの消費生活センターの運営事業についてお聞きをしたいんですけれど、実際には

近隣の市町との協定を結んで統合して、できるだけ事務経費を抑えたいと、抑えていこう

かという趣旨については、もう賛同するわけですけれども、実際この審議に当たって、予

算化された市町の連携の費用というのは、実は総務政策委員会の条例の変更の承認がなけ

れば、これは動かん話だと思って、後先ちょっと違うんではないかなという気がして仕方

ないんですけれども、どんなような関係になるのか、ちょっとそこら辺を教えてほしいと

思うんです。

◎上村和生会長

どちらでしょうか。

商工労政課長。
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●東世古商工労政課長

すみません、タイミングの問題でございますけれども、実際広域化していくのは新年度

に入ってからということで想定しております。予算も各市町のほうで今回計上もいただき

まして、このいわゆる３月の議会で新年度予算としてお認めいただくという予定をいたし

ております。以上です。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

いやいや、そういう話ではなくて、総務政策委員会で条例等が、連携事業がこうこうで、

消費生活センターの部分もこれから伊勢市と統合しながら事務の軽減を図っていきたいと

いうことが承認されれば、全然問題ないと思うんです。

もちろん産建の中でこの868万1,000円から1,100万円のこの差額分は、実は近隣の市町

の連携分やということではっきりするわけですけれど、そやけど、今ここで産建のほうで

この予算はよかったという話で通しても、そんなことは万が一ないとは思うんやけれども、

総務のほうの条例のほうでいやいやという話があったら、これもう全滅な話ですから、そ

のあたりの整理がちゃんとできたんかなということをお聞きしておるんです。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

失礼いたしました。今おっしゃっていただいたようにないというふうに願いたいところ

ではございますが、もしそうなった場合は……

○宿典泰委員

いやいや、あなたが答えるような話ではないんや、それは。

●東世古商工労政課長

はい、失礼しました。

◎上村和生会長

総務部参事。

●中川総務部参事

すみません、総務のほうで上げさせていただいておるのは、定住自立圏協定のほうでご

ざいますけれども、条例と同じ考え方で、予算と条例の関係で言いますと、予算が先とい

うことが自治法で決まっておるんですけれども、少なくとも同一の議会で上げることにつ



55

いては問題ないということになっております。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

そういう方式ということであれば、予算決定をしておいて、後で条例の審査をするとい

うことに問題ないという言い方なんですか、それは。

僕は、これに連携することに、さっきも言うたように反対しておるわけではないんです。

でも、後で条例のほうで出てくる連携作業と審査がということになってくると、本来はう

ちでいくと総務委員会をやって、条例問題ないねということから始まって、それで、あと

予算化されるというのが筋ではないかなと。

以前からの議会の在り方についてもそういうやり方をしておったんですよね。あなたが

言うようやったら、もう予算だけ決めたら、あとは条例は条例で後で決めたらいいという

話ではないと思うんですけれども。

◎上村和生会長

総務部参事。

●中川総務部参事

すみません、予算のほうの議決と条例、今回協定ですけれども、そちらのほうの議決が

相違をしたということでよろしいんでしょうか。

そういうのが、仮にそういう事態があれば、総務のほうはその部分を執行できないとい

うふうに解釈ということになろうかと思います。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

だから、あなたとやり合いしているわけじゃないねんけれど、条例のほうが可決できな

かったということは予想していないよ。していないけれども、順番としてはちょっと違う

んかなと。

だから、産建のほうは、やはり前回の800数十万上げて、条例が可決して、それから補

正でも出せばよろしいやんか。それやったら同じような話になるんじゃないですか。

◎上村和生会長

藤本副市長。

●藤本副市長
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これは、委員がおっしゃられるのも分かるんですけれども、これを執行していくに当た

って便宜上許されているルールの範囲内ということで御理解いただくしかないかなという

ふうに思います。

委員のおっしゃられるとおりですと、今この委員会でその協定書のことについても、そ

れから予算のことについても同時に御審議をいただくということにもなってきますので、

便宜上そういったルールが許されているということで御理解いただくしかないというふう

に思います。よろしくお願いいたします。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

議会のほうの議論としては、やっぱりそのあたりの、当然この三つの分科会のほうで審

議はするわけやけれども、我々のところでも、これ条例の関係する総務のほうであれば、

全然２日目であろうが３日目であろうが産建のほうでできる話やから、すんなりした話か

なと、こういうことを捉えて言うておる話なんです。

決して反対をするためにわざわざ副市長に御答弁いただくような話ではなくて、それが

すごい引っかかりがあって。

ですから、以前も議会のほうとしては、条例も同時に出てくるようなものであれば、条

例やっぱり決めておったんですよね。条例の審査は先にして、それからそれに絡む予算的

なものはそれで審査をしておったというようなことで、やっぱり引っかかりがあるので、

その点をちょっと確認したということです。

多額の話ではないし、近隣の様子のこともあるので、反対するようなことではなくて、

手続の問題だけを申し上げたということです。分かりました。

◎上村和生会長

他に御発言はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎上村和生会長

御発言もないようでありますので、目１商工総務費の審査を終わります。

次に、目２商工業振興費について御審査願います。

（目２商工業振興費）

◎上村和生会長

御発言はありませんか。

野口委員。

○野口佳子委員
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私は中小企業活性化促進事業のところの（１）の住宅・店舗リフォーム等促進事業補助

金について質問させていただきます。

これにつきましてですが、令和４年度の当初予算額は昨年度と同額となっております。

これまでの経過についてお聞かせください。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

住宅・店舗リフォーム等の促進事業補助金でございます。この事業は平成23年度より実

施しまして、その当時の予算額1,000万円で開始をさせていただきました。これを徐々に

引き上げまして、平成29年度より1,800万円という形で実施をさせていただいております。

これまで大きく増額ということを、引き上げた都合上増額というのは行っていなかった

んですけれども、委員おっしゃっていただいたのは、多分これまで補正を何回か行ったこ

とによるものかと思います。

令和元年度におきましては、消費税の増税による冷え込み対策ということで900万円の

増額を、令和２年度と令和３年度におきましては、コロナ禍による消費の冷え込みに対応

することという形で、それぞれ令和２年度には600万円、令和３年度には900万円、地域の

経済の活性化、これを目的に増額を行ったところでございます。以上です。

◎上村和生会長

野口委員。

○野口佳子委員

そうしましたら、コロナ禍が続く中、当初予算額を増額する考えというのはなかったん

でしょうか。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

先ほどちょっと御説明申し上げましたとおり、徐々に引き上げてきまして1,800万円と

いう当初の額となっております。基本的にはこの金額で実施していきたいと考えておりま

す。

ただ、この３年間同様大きな社会的な要因等々ございましたら、また増額補正など対応

することも考えていきたいというふうに思っております。以上でございます。

◎上村和生会長

野口委員。



58

○野口佳子委員

分かりました。市内の建設事業者を活用することによって、地域経済の活性化を図ると

いうことを目的とした事業であると思っております。コロナ禍で事業者も住民もまだまだ

困っていると思いますので、状況に応じて柔軟に対応していただきたいと思います。以上

です。

◎上村和生会長

他に御発言はございませんか。

川口委員。

○川口浩委員

同じく中小企業活性化促進事業の住宅・店舗リフォーム等促進事業補助金について伺い

ます。

コロナ禍で、世界的なサプライチェーンの乱れで住設機器等が調達できないという事例

が非常に多く起きているというふうに聞きます。補助金の申請に当たって、年度またぎと

いうのは認められていないと思うんですけれども、そうした御対応、工事が終わらない場

合だとかというのも想定されると思うので、その辺は大丈夫なんでしょうか。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

ちょっと実例で御紹介いたしますと、今年度、令和３年度におきましては、まだそうい

った工事が完了に至らないという相談はいただいておりませんけれども、昨年度、令和２

年度におきましては、実は部材がやはり届かないというところで工事が完了しないという

事例がございまして、それは事故繰越しという形で繰越しの対応をさせていただいたとい

う実例はございます。

来年度、またそういったこともございましたら、そういった対応も考えていきたいとい

うふうに思っております。

○川口浩委員

分かりました。

◎上村和生会長

よろしいですか。

北村委員。

○北村勝委員



59

すみません、私は、地域産業振興事業の中の商業活性化推進事業で少しお聞かせ願いた

いと思います。

この中は、2020年から地域おこし協力隊というのがその事務の概要書の中に載せていた

だいておりますが、これは以前から募集されておって、ようやく隊員が発掘できたと伺っ

ております。

すみません、改めてこの地域おこし協力隊事業について、もう少し詳しく教えていただ

けませんでしょうか。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

地域おこし協力隊事業でございます。こちらは都市部、人口集積地から地域の活性化に

意欲のある方、人材を積極的に地方のほうへ誘致をしまして、魅力の再発見や地域の活性

化につなげることを目的とした事業でございます。

伊勢市におきましては、中心市街地の活性化部門というところと、あと、それから観光

魅力創出部門という二つの部門で募集を行いまして、それぞれ１名と２名に委嘱をさせて

いただいたところでございます。以上です。

◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

ありがとうございます。そういった３名の方を採用していただいたということで、具体

的に聞かせてもらいましたが、この一つが中心市街地活性化、そして、もう一つが観光魅

力創出ということで、それぞれ分担していただいてやっていただくということで、非常に

期待しているわけなんですが、どのような方が採用されたのか、差し支えなければ、そう

いったところのいろんな知識を持った方だと思うんですけれど、少し教えていただけます

でしょうか。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

中心市街地活性化部門のほうにつきましては、男性の方で、これまでも前に住まれてい

たところで商店街の活性化等に取り組まれたという経験をお持ちの方でございます。こち

らの方につきましては、中心市街地活性化基本計画に関連する業務支援を行っていただく

予定といたしております。

あと、観光魅力創出部門の方につきましては、２名とも女性の方なんですけれども、そ
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れぞれ旅行関連の民間企業であったり、旅行会社であったりというところにこれまで勤務

経験があるという方でございまして、お一人の方については、観光面での魅力を生かした

地域づくりに関する業務の支援を行っていただく予定としております。

もう一名の方につきましては、民間企業に所属されている方でございまして、実際伊勢

のほうにお住まいになっていただいておるんですけれども、市内に拠点を設置しまして、

地域資源を生かした体験メニュー等の観光商品の開発及び販売促進、こういったことをお

願いしたいというように予定しております。以上です。

◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

どうもありがとうございます。そういった専門知識を生かしていただいて、このコロナ

禍のこの伊勢のところでしっかり発揮していただくことを期待させていただきたいと思い

ます。

予算で少しお聞きしたいんですけれども、この予算が活性化事業2,085万円ということ

でございます。この中に二つの事業があるわけなんですけれども、この地域おこし協力隊

事業については、大体幾らぐらいをかけながらやられるのか、その配分と、市単で行うか

どうかというのをちょっとお聞きしたいんですけれども、全額市単でいいですか。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

新年度の予算におきましては、地域の活性化というところで、先ほどちょっと御紹介さ

せていただきました民間企業に籍を置かれて、私どもが協力隊として委嘱する方、そうい

った方をもう一名考えておりまして、４名分の委託料という形で1,760万円、それから、

そういった隊員を募集するためのチラシ作成やイベントへの負担金等で40万円の合計

1,800万円をこの地域おこし協力隊関係として予算計上させていただいております。

これらの対象経費、おっしゃっていただきました部分ですけれども、特別交付税措置の

対象となるということでございます。以上です。

◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

分かりました。ありがとうございます。

そうすると、この方たちが体制を整えていただいて、今現在これからと言いますか、ど

こで活躍していただくのか、庁内の中なのか、この資料の中では、商工会議所と連携とい
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う形を理解できるんですけれども、ちょっとそこのところを詳しく教えてもらっていいで

すか。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

今回、活動いただく方々につきましては、先ほど来申し上げております中心市街地の活

性化、それから観光魅力の創出ということでございますので、おっしゃっていただいたよ

うに商工会議所、それから観光協会をはじめ、中心市街地の各団体の方々と連携して活性

化に努めていただきたいと思います。

特に、民間会社の方は外宮前のほうで事務所を構えていただくんですけれども、残りの

お二人の方につきましては、商工会議所１階にございます伊勢まちづくり株式会社、こち

らのほうへ籍を置かせていただくという形を取らせていただいております。以上です。

◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

ありがとうございます。それぞれ中心市街地活性化、それから観光魅力発信ということ

で、それぞれそういった力を出して、発揮していただいて、ＰＲなんかをしていただきた

いと思います。

特に今年度重点的にどういった具体的な取組を考えておられるのか、少し最後に聞かせ

てもらっていいですか。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

協力隊、委嘱させていただきました３名さんにつきましては、先ほどちょっと御紹介さ

せていただきましたように頼もしい経歴をお持ちの方々であるというふうに考えておりま

す。

とは言うものの、伊勢に移住していただきまして、まず地域のことを知っていただいて、

人も知っていただいてということで、それぞれの実力や結果を出すというのは、それなり

に相応の時間が必要なのかなというふうにも考えておりますので、委嘱期間というのが３

年間でございますので、その中で個々の特性を生かした活躍というのをいただきまして、

例えば中心市街地の活性化部門であれば、以前にもされていた空き店舗の解消といったこ

とであったり、観光魅力創出の部門であれば、誘客につながったり、また滞在にもつなが

ったりするような旅行商品の造成など何らかの形として伊勢独自の商品等々として残して
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いただきつつ、また協力隊のその３名の方も引き続き３年後以降も伊勢の地に残っていた

だいて、引き続き活躍いただければというふうに考えております。以上です。

◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

ありがとうございます。伊勢の地に残っていただいて、さらなる活躍ということをちょ

っと聞かせてもらいました。

地域の活性化のためには、しっかりそういった個性を生かしたところを十分発揮してい

ただいて、活性化につなげていただきたいと思います。ありがとうございます。

◎上村和生会長

他に御発言はございませんか。

野崎委員。

○野崎隆太委員

この項、順番にちょっと聞かせていただければと思います。

まず、大事業２、中小企業振興対策費の商店街等振興対策事業についてお伺いいたしま

す。

この事業、事業概要書を見ますと、まちづくり株式会社と空店舗対策事業とか活性化対

策事業を行う。あと、それに加えてＰＲ支援事業及びＡＩカメラを活用した通行量調査実

験事業というのが書いてあるんですけれども、それぞれの事業をもう少し具体的にどんな

ことをされるのか、お聞かせください。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

商店街等振興対策事業でございます。こちらにつきましては、まず、商店街等空店舗対

策事業ということで、それぞれの商店街のニーズにかなう業種で空き店舗に新規に出店さ

れる方に対しまして、内装の工事費や家賃の補塡を助成する商店街に対して支援するとい

う事業が一つと、あと、それから商店街等活性化対策事業ということで、商店街等々でイ

ベントやそういったことを行っていただく場合に補助を出すという事業がございます。

あと、それから商店街等ＰＲ支援事業でございますが、こちらにつきましては、伊勢ま

ちづくり株式会社が、中心市街地の商店街そのものやイベント、こういった情報を広報宣

伝する事業ということを考えております。

あと、それからＡＩカメラにつきましては、９か所にカメラを設置しまして、そちらで

人の流れ、人流の向きや通行量、こういったことを測りまして、夜間におけるタクシーの
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交通事業の需要とか、そもそものその辺はどんな時間帯にどれぐらいの人が通っておるの

かということを測定する事業となっております。以上でございます。

◎上村和生会長

野崎委員。

○野崎隆太委員

ちょっと１点、伊勢まちづくり株式会社のことでお伺いしたいんですけれども、今御説

明いただいた事業の中で、空き店舗の対策事業、これ商店街と一緒にやると。同じように、

これは今までもやっていたところもあると思うんですけれども、活性化対策事業というの

があって、次に、ＰＲ支援事業というのがあるんですけれども、過去にも市は商店街を活

性化させようと思っていろんな形で事業を行ってきたわけです。

それらの事業との違いがどれぐらい、この一番最後のＡＩは後で質問しますので置いて

おいて、伊勢まちづくり株式会社と協働することで、この何年間も含めてどんなメリット

があったのかとか、実際これ協働することでこんな部分が発展しましたよとか、そういう

のは実績としてはあるんでしょうか。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

これまで商店街につきましては、古くはと申しますか、ＴＭＯという形で商店街の活性

化のほうを事業体として行ってきたところでございます。中心市街地活性化の基本計画を

つくるに当たって、事業目的会社が必要であるということから、伊勢まちづくり株式会社

というのは設立したという経緯がございます。

まちづくり株式会社と協働してということなんですけれども、商店街の例えば空き店舗

の対策事業であれば、多い年ですと補助の対象となったのが平成30年になりますけれども、

多い年ですと10件、そういった波もございますので、８件であったり、７件であったりと

いう年もございますが、そういった実績も出ております。

活性化事業につきましても、令和３年度につきましては、ちょっとまだコロナ禍の中で

なかなかイベント等もできないというところもございますけれども、多いときですと７件

とかいった活用もいただきながら、活性化のほうを図っていただいておるというところで

ございます。以上です。

◎上村和生会長

野崎委員。

○野崎隆太委員

分かりました。まちづくり株式会社は例えば市の委託先みたいな形になってしまったら
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いかんと思いますし、それぞれの独自性というのが、僕は、あって初めてより大きな発展

をすると思いますので、それぞれの距離と言うとあれですけれども、独自性をたくさん多

分に発揮して施策を持ち寄っていただくように、これはしていただくといいかなというふ

うにも思います。

そのまま同じところで、先ほどＡＩカメラの説明が少しあったんですけれども、このＡ

Ｉカメラの部分、これ少し先ほど通行量というのは当然分かっておるんですけれども、単

に通行量調査だけでしたら今までもやっていたかなというふうに思うので、これどんなデ

ータが欲しいと思って今回ＡＩカメラでやるという話を進めていらっしゃるんでしょうか。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

中心市街地の活性化計画の中で、いわゆるそれぞれの通行量というか、一つ指標として

おるところもございます。

その中で、これまでは１日に時間を限って、いわゆるシルバー人材センターの方々に手

で通行量を拾っていただくというような方法でこれまで人の流れというか通行量のほうを

把握しておりました。

ただ、天候やイベントの有無、そういったことに１日限りでは左右されますので、ずっ

と永続的にと言いますか、長きにわたって計測できる。それから、こちらが勝手にそれぞ

れこの時間は人が多いんだろう、少ないんだろうと想定していた以外の時間帯での人の流

れとか、そういったところも把握できるというメリットもあろうというところで、この事

業を始めたところでございます。以上です。

◎上村和生会長

野崎委員。

○野崎隆太委員

分かりました。より正確なデータを取ることができるというような話かと思うので、今

までのシルバーさんがどうという話ではなくて、より長い時間を取ったりだとか、より正

確なデータ、それは当然季節ごとか、季節に合わせたいろんな施策につながるかもしれな

いので、ぜひとも期待はしたいと思うんですけれども、やっぱり政策の目的は通行量を測

ることではなくて、あくまでも商店街を活性化することだと思うんですけれども、そのあ

たりどんなふうにお考えですか。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長
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先ほどはすみません、説明はカメラを設置する部分でございましたけれども、おっしゃ

られるとおり、明らかにあくまでもこれは撮った上で、それをじゃあどう活用していくか

というところにあろうかと思っております。

それぞれ商店街さん等々にそういった情報のほうも共有させてもらいながら、それに合

わせた例えばイベントやセールとか、そういったことを各商店街さんでも考えていただき

たいというふうに考えております。以上です。

◎上村和生会長

野崎委員。

○野崎隆太委員

分かりました。じゃあ、続いて、中事業４番、創業支援の事業のところでお尋ねいたし

ます。

これも何年間も続いてきて、今年もやっているかと思うんです。ただ、今年はちょっと

募集の回数が第６次ぐらいまであったんじゃないかなというふうにも思うんですけれども、

現在のどれぐらい施策として効果があったとか、進捗というか、募集の状況と、あとは、

あわせて、令和３年度と令和４年度違いがあるのであれば、ちょっと御説明ください。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

創業支援の中でも、ただいまおっしゃっていただいたのが創業・移転促進の補助金の部

分かと思います。

今年度につきましては、例年よりまた多くなっておりまして、交付決定の状況ですと、

今年度35件を予定いたしております。特に内訳としましては、市内創業が28件、ＵＩＪタ

ーンで６件、事務所移転が１件、35件の中には賃料のみというのも入っておりますから、

それが３件ございまして、全部で35件となっております。

やはりこのコロナ禍にあっても創業しようという方が多いように思っておりまして、令

和３年度につきましては補正もさせていただきまして、この需要に応えようというところ

でございます。

令和４年度につきましては、補助の中身も、細かなものまで今購入いただいたものが補

助対象になるというところもございますので、若干ルール変更はしようかなと思っている

んですけれども、基本的な部分としては、大きく今のところは変えない予定でおります。

以上です。

◎上村和生会長

野崎委員。
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○野崎隆太委員

今の中で、件数はともかくとして、ＵＩＪターンが６件あるというのは、本来の事業目

的にも多分に貢献をしていると思うので、そういう意味では評価をしたいと思います。

１点お尋ねをしたいんですけれども、市内、当然高齢化というのが進んできて、我々が

例えば子供の頃に親しんできたお店なんか、特に和菓子屋さんなんかが割と多いかなと思

うんですけれども、廃業していくようなケースなんかもたくさんあります。

そういったものをつないでいくためにも、この創業・移転促進補助金の中では、事業承

継も多少含んではいるというものの、Ｍ＆Ａなんかも割と真剣に考えていかないと、社会

減と言うとあれですけれども、社会減と社会増という言葉が適切かどうかはちょっと置い

ておいて、今まで親しまれてきたお店なんかが結構なくなるというケースも出てくるので、

そういった引継ぎなんかも重要になってくるかなと思うんですけれども、そのあたりどん

なふうにお考えですか。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

特に製造業の部分につきましては、なかなか事業を継いでいっていただくのが難しいと

いうのは私どもも聞かせていただいているところでございます。

ちょっと費目違うんですけれども、産業支援センターのほうで企業の支援員さんという

のが見えまして、２名なんですけれども、製造業を中心にお困り事とかそういったことも

聞いていただいておるような活動もしていただいております。

そういった中で、相談内容の中で、そういった例えば事業の引継ぎであるとか、引き継

がせたい、引き継がせたくない、伝統工芸なんかになりますと、「もう自分の代で終わり

でいいです」と言われる方も中には話をしておりますとございますものですから、そうい

った現在の事業者さんの思いの部分も把握しつつ、また技術の引継ぎといったところも取

り組んでいきたい。また、商工会議所さん等々と連携しながら取り組んでいきたいという

ふうに考えております。以上です。

◎上村和生会長

野崎委員。

○野崎隆太委員

この点は、ものづくりというとおっしゃるとおり次の項になりますので、そこの部分で

はなかったんですけれども、ちょっとＭ＆Ａというか、少しここにきてと言うとあれなん

ですけれども、幾つか閉業されている店が僕は増えてきたかなというふうに思っているの

で、ぜひ動向は注視していただければと思います。

最後に、ちょっと１点、この商工業振興費全体、商工総務費も含めて全体に近いんです

けれども、ちょっとお伺いしたいことがございます。
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今回、この予算概要書も含めて見ますと、いわゆる伊勢市のデジタル推進とか、スマー

トシティとか、事業者の協力を多分にというような話があるんですけれども、特に例えば

デジタルに限った補助金が新設されているとか、事業者に対してスマートシティの推進の

努力を求めるような予算書にはなっていないような気もするんです。そのあたりどんなふ

うにお考えですか。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

事業全般といいますか、デジタル化の部分ですけれども、私どもまず市のほうとして対

応できる部分ということで考えますと、例えば窓口に来ていただかなくても、例えば押印

の廃止という部分もございますので、メール等々で受け付けるとか、あと、先ほどちょっ

と御審議いただきました消費生活センターにあっては、例えば遠方の方も相談を受けると

いうことから、いわゆるオンラインでの相談受付、そういったことも行わなければならな

いというふうには考えております。

ちょっと書きっぷりが不足しておりましたら申し訳ないんですけれども、できるところ

からまずはやっていきたいというふうに考えておりますし、来年度は商工費の中では販路

の確保をする事業者さんの支援、販路拡大の支援というところを考えておりまして、観光

協会さんのほうでコロナの交付金を使いまして、令和２年度でしたか、ＥＣサイトのほう

を設置いたしましたけれども、こちらのほうのまた後押し、こういったことでＥＣサイト

へのチャレンジいただけていない事業者さんへの参画を促すといったようなそういったと

ころにも取り組んでいきたいというふうには考えております。以上です。

◎上村和生会長

よろしいですか。他に御発言ございますか。

宿委員。

○宿典泰委員

他の議員から各項目で御質問がありましたので、私１点だけ。

経営力向上支援事業と創業支援事業というのがあって、中身を見ると、持続可能になる

ように利子補給の関係の補助であったりとか、創業支援も創業してからか、創業する前な

のかちょっと不確定ですけれども、これも保証協会等の利子のあれがあると。

こういう使いにくさというのに考えにくいんですけれども、これはやはり事業としては

組替えをちょっとして、補助金の見直しというのか、使いやすさということをやるほうが

いいんではないかなと。

特に創業支援ということに関わっては、創業したいんですという話と、創業を始めたん

ですけれどもという話もあって、そのあたりのインセンティブな在り方というのがちょっ

と違うように思うんですけれども、当局のほうで悩まれておるようなことはないんでしょ
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うか。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

まず、利子補給の部分につきましては、それぞれの融資制度であったりとか、その事業

目的といいますか、創業に限ったという部分で事業ごとで計上させていただいておる、多

分順番があってというか、順次構築してきたというところでこうなっておると思いますの

で、またさらに次に向けては、ちょっとこのあたり、事業の在り方につきましては、労働

費も含めてちょっと考えさせていただきたいというふうに考えております。

また、補助金につきましては、中にはやはり利用が少ないというか、あまり多くなかっ

たり、あと、いわゆる偏りといいましょうかという部分も見えているものもございますの

で、補助金は制度を変えたり廃止したりするにはちょっと時間もかかるかと思うんです。

周知の時間も必要かとは思うんですが、そういったことも含めまして、事業、それから補

助金、そういったことを見直しはかけていきたいというふうに考えております。以上です。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

基本的には今御説明いただいて分かるんですけれども、基本的にはね、行政側がこうい

ったことを支援しますよ、創業者のほうも、使いやすさとかいうことがなければなかなか

広まりもないし理解もしてもらえんと思うんですよね。

そこで止めるんではなくて、やっぱり広がりを持ってやっていこうとなると、こういっ

たところをもう少し分かりやすい一本化にして、いろんなメニューがこの事業の中にはあ

りますということにするのか、もう少し深くしていくのかということはあると思うんです

けれども、ぜひ検討してやっていただきたいなと思います。

◎上村和生会長

よろしいですか。

御発言もないようでありますので、目２商工業振興費の審査を終わります。

14時10分まで休憩します。

休憩 午後１時58分

再開 午後２時08分

◎上村和生会長

休憩を解き、会議を再開いたします。
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次に、目３産業支援推進費について御審査を願います。

産業支援推進費は、100ページから103ページです。

（目３産業支援推進費）

◎上村和生会長

御発言はありませんか。

川口委員。

○川口浩委員

産業支援推進事業の（３）企業立地推進事業について伺います。

製造業の国内回帰の動きですとか、先日も熊本県に１兆円近い設備投資をして半導体工

場ができるなんていう話もありましたけれども、伊勢市では、来るものは拒まず、来てい

ただければいいと思うんですけれども、実際企業立地、日本中の自治体がそれぞれ優遇条

件を出して競い合っている中で、難しい状況にあると思うんですが、伊勢市としてこうい

う企業に来ていただきたい、そういうイメージとそれにふさわしい誘致戦略というのは、

どういうふうにお考えになっているでしょうか。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

企業誘致の件でございます。

これまでは、やはり工場等の製造業というところで、まずは誘致のほうを行ってまいり

ました。やはり工場を造っていただきますと、そこで働かれる方は、雇用の増加とかそう

いったところも考えられるというところから行ってきましたけれども、現在伊勢市としま

して、その工場を立地していただく、いわゆる誘致をしてくる土地にこれが現状としては

ないのが現状でございます。朝熊にございますサン・サポート・スクエアにつきましても、

完売いたしましたところで、ないというのが現状でございます。

適地調査というのを令和元年度に行ったところなんですけれども、やはりその中でも、

いわゆる工場に向いている用地というのは、直ちにはないというところで結果を得たとこ

ろでございまして、そういった中で、ただその中に併せて調査した中では、いわゆる宿泊

ですね、ホテル、そういったところに適するところというところも探したところ、何箇所

か見つかりましたので、そういったところも考えていきたいな。観光地ということもござ

いますので、そういったことも考えていきたいというところが一つと、あと、このコロナ

禍によって、働き方自体が大きく変わってきているというところもあると思います。

そういった中で企業誘致そのものの在り方もちょっと変わってくるのかなというところ

で、ちょっと早急に伊勢市としての企業誘致といいますか、いわゆる人を呼んでくるとい

うことも含めまして、ちょっとまた考えていきたいというふうに考えております。以上で
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す。

◎上村和生会長

川口委員。

○川口浩委員

工場の用地については、新たに確保に動き出すということについてはないという理解で

よろしいんでしょうか。用地の造成ですとか。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

いわゆる特にこれまでの震災、大きな地震によりまして、なかなか今回沿岸部での用地

の用意というのも逆に言うと、そこへ出てこられる事業者さんもなかなかないのかなとい

うのも伺っております。じゃあ、市内どこでというところで考えますと、なかなか先ほど

申しましたように、適地がないというのが現状でございますので、ちょっとそういったあ

たりもいろいろ勘案しながら、手法も含めまして考えていきたいというふうに思います。

以上です。

◎上村和生会長

川口委員。

○川口浩委員

ＩＴ企業ですとか、サービス業の立地なども含めまして、ターゲットをある程度明確に

して企業誘致のほうを取り組んでいただくということが、今後重要になっていくかと思い

ます。

続いて、工場等誘致奨励事業についてお伺いしますが、7,737万円というやや大きな額

がついていますけれども、概要書にも出ておるんですが、具体的に内容を教えてください。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

誘致奨励事業でございます。

こちらは奨励金の事業になりますけれども、用地取得の奨励金として一応２者、それか

ら設備投資の奨励金として10者、それと雇用の奨励金ということで２者ということで、合

わせての計上となっております。以上です。
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◎上村和生会長

川口委員。

○川口浩委員

この工場等誘致奨励事業のその奨励金の実績などホームページにもありますので、見さ

せていただきますと、対象企業、製造業に限らず、宿泊業だとか、ＩＴ企業の拠点なんか

も含まれているように理解はしておるんですけれども、やっぱりこの名称、工場等誘致奨

励事業という名前からしましても、果たしてＩＴ企業の方がぱっと気づけるかというと、

ちょっとどうかなというところもありますので、名称の在り方なども含めて、企業誘致、

新たな軸を打ち出していただければなというふうに思っております。

あと、併せて従業員のやはり居住環境なども……

◎上村和生会長

川口委員、そこで、一問一答で切ってやっていただいたほうがよろしいかと思いますの

で。

○川口浩委員

はい、すみません。

◎上村和生会長

さっき言うたこと、もう一度お願いします。

○川口浩委員

奨励金の対象として……

◎上村和生会長

名称変更。

○川口浩委員

宿泊業だとか、ＩＴ企業なんかも実際に上げられてはいるんですけれど、名称がちょっ

と旧態依然としていないかなという疑問もありますので、その辺いかがでしょうか。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

ありがとうございます。

名称と中身までというのもちょっとあれですけれども、ほかのこれまで御審議いただき

ました補助金の中身についてもちょっと併せて現状に沿うような形でまた考えていきたい
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というふうに思います。以上です。

◎上村和生会長

川口委員。

○川口浩委員

今、経営者が企業進出に当たって考えるのは、やはり従業員の居住環境、教育環境など

も含めて考えていく傾向が増えているんではないかなというふうに思っております。幅広

くそうした伊勢は住み続けたい街ランキングで上位だなんていうふうにも伺っていますの

で、そういう点も併せてアピールしていっていただければなというふうに思います。以上

です。

◎上村和生会長

他に御発言ございませんか。

野崎委員。

○野崎隆太委員

僕も同じところで御質問させていただければと思います。

党派は違えど、私も川口委員のおっしゃるとおりだと思います。

このコロナ禍で、名称がどうという話だけではなくて、例えばＩＴ企業がどうのとかテ

レワークがどうのというのは、従業員の雇用の形態も当然変わってきますし、設備投資の

方法も変わってきますし、ひょっとすると、対象物件が単に家屋というときもあると思い

ますし、大きな土地を取得するよりも設備機器のほうが中心だというのも当然ありますし、

あとは、それぞれいろんな自治体が企業誘致に取り組む中で、例えばＩＴ企業を誘致する

ために、先に箱のほうを造ってしまうというような事例も当然ございます。そういったこ

とも研究なんかもしていく必要があるかなというふうに思うんですけれども、そのあたり

はどんなふうにお考えですか。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

ありがとうございます。

企業を誘致してくるというよりも、先ほども申し上げましたけれども、働き方そのもの

がやっぱり変わってきているのかなというふうにも考えております。

よその自治体の例では、首都圏の会社に勤めていただきながら地方のほうに住んでいた

だいて、週に何回と出社するときに、例えば電車代の補助を出すとかそういった例もござ

いますので、冒頭申し上げましたこれまで、一応大前提として工場を誘致してくるという

ことでこれまで事業を行ってまいりましたけれども、そういう社会の在り方そのものが変
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わってきている中で、おっしゃっていただいた名称も含めて、どういったところにターゲ

ットを絞り込んでいくのかというところから、ちょっといろいろと考えをまた積み上げて

いきたいというふうに考えております。以上です。

◎上村和生会長

野崎委員。

○野崎隆太委員

これ以上多くは申し上げませんけれども、少し反発のある言い方かもしれませんけれど

も、ちょうど農林水産課の方の残ってもらっているので、例えばスマートシーとかスマー

ト農業という話をしたときに、じゃあ、設備投資１億円を超えるようなハウスを造って、

それをここで新しい土地を買って農業を始めるというこれが、じゃあ、企業誘致なのか、

農業振興なのかというような視点も僕はあると思っています。実際のところ。企業誘致と

いう見方で見れば、ひょっとしたらさっき言った制度のつくり方も全然違うかもしれませ

んし、農業振興ということで言えば、出荷額のほうにどうしても行ってしまったり、どう

いうふうに産業をつくっていくかという話になるかもしれませんし。

なので、実際そういうふうに、単に働き方がどうとかではなくて、それぞれの分野、１

次産業、２次産業、それぞれの分野の中でも、やっぱり法人のほうとかいう働いている作

っているほうの形態が、結構コロナ禍含めて世の中変わってきているんだということは、

それぞれいろいろ勉強していただいて、適切な政策をつくっていっていただければなとい

うふうに、またちょっと横断することもあると思うので、その辺は柔軟にぜひ来年度も対

応していただければなと思います。

あともう一点だけ、お聞かせください。

これ、産業支援センターですね。令和４年度これから廃止はするか売却するかというよ

うな話が進んでいくと思うんですけれども、この令和４年度でどんな方針をどこまで打ち

出す予定でおるかだけちょっとお聞かせください。

◎上村和生会長

商工労政課長。

●東世古商工労政課長

産業支援センターでございます。

令和４年度、令和５年度の２年間という形で、指定管理のほうをお願いしようというふ

うに考えております。その中で、おっしゃっていただきましたとおりに、令和５年度の終

わりには、もう方向がもちろん決まっておらないかんという中で、おっしゃっられたよう

に、売却となるのか、廃止売却、それから、転用というのもあろうかと思いますので、こ

れをどれを選ぶのか、またこれからになるんですけれども、令和４年度におきましては、

なるべくそこは早急にできたら、今の本当に目標ですけれども、前半、上期ぐらいには、

方向性決められればなというふうには考えております。以上でございます。
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◎上村和生会長

野崎委員。

○野崎隆太委員

結構です。

◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

失礼します。

私も同じところで、企業立地、それと工場等ということで、もう川口委員、それから野

崎委員が聞いていただきましたので、気持ちは全く同じで、それと重複しないところで一

点だけ確認させていただきたいと思います。

先ほど皆さんの考え方も私も同感で、当然企業誘致をする用地というのが一番大きなこ

とになるんかなと。サンサポートがもうなくなって、今、いろんなところから伊勢がいい

という声を聞く中で、やっぱり有利な条件がなかなか示せてこそ来るんかなと。来ていた

だけるのかなという中に、やっぱり用地というのは、いつもそういう話が出ます。そうす

ると、それ以来伊勢の戦略として皆さんが言っておられるように、どのように用地を具体

的にどういう戦略でどう持っていくかというのをどれだけ持っていただいているのかなと

いうのが、一番の大事なところなんかなと思いまして。

それで、先ほども農地、ちょっと変わりますけれども、耕作放棄地のところで、農業は

大事で、それでいろんな形で中間管理機構で人・農地プランで寄せて、耕作放棄地を解除

していただく。それで、優良農地という形で、農業発展のためには一方で頑張っていただ

いている。

ところが、小さくてそういった農地の小さく耕作放棄地があって、人・農地プランにも

かかりにくい。それから、どうしても場所的にはいいけれどもという形になると、そうい

った農地も一方にあって、そういった解消に向けてどうなんだろうということで、いろん

な場所がある中で、伊勢で用地をすれば、畑が云々ではないですけれども、順繰りが多い

中で、山にもなかなか場所を見いだすには難しい。ただ、用地買収すれば経費もかかりま

す費用もかかるわけなんで、そういった中で、どうするかというのは、いろんな議論はあ

ると思うんですけれども、今こそ、そういった政策的な部分を持っていただけたらなと思

いながら、方向性だけでもどうなんかなと思いながら、日々以前から話をしてきたわけな

んですけれども、少しそういった面で、工業誘致用地をいかに戦略的なことを持っていく

という具体的なところは、今すぐにはお答えできないというのはもう重々承知の中ですけ

れども、そういった一方では、農業を守らなあかん。もう一方では、荒れている農地も山

も同じように利用できるところとできにくいところがある。だけれども、そういったとこ

ろで見いだすためには、どうするかということになると、今日は宿さんが言われたように、



75

農振の除外というところの中で、一定聞かされた難しい部分もあるわけなんですけれども、

そういったところも視野に広げて候補地等も考えて、選んで、どこか考えていただくとい

う戦略を期待したわけなんですが、その点、一点だけ聞かせてください。

◎上村和生会長

産業観光部長。

●佐々木産業観光部長

部の中で横断するところでございますので、私のほうから御答弁させていただきます。

用地の確保については、先ほど商工労政課長も申し上げましたようになかなか用地がな

いということで、適地がないということで苦慮をしているのが実情です。

今、野崎委員からも御意見いただきましたように、農地の活用、そういった部分につい

てどうなんやという話もございました。いろいろ考えていく必要があると思うんですが、

例えば農業法人の誘致であるとか、例えば今、北村委員おっしゃられたように、休耕地の

例えば可能かどうかは別にしまして、集約化した上で活用していくそういった可能性も研

究しながら、農業振興に影響のない形で農地の確保、そういったことも検討してまいりた

いというふうに考えておりますので、よろしくお願いします。

◎上村和生会長

他に御発言はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

◎上村和生会長

御発言もないようでありますので、目３産業支援推進費の審査を終わります。

以上で、款７商工費の審査を終わります。

次に、104ページをお開きください。

款８観光費の審査に入ります。

観光費については、目単位の審査でお願いします。

なお、観光費は、全てが本分科会の所管となります。

それでは、項１観光費、目１観光総務費について御審査願います。

【款８観光費】《項１観光費》（目１観光総務費）

◎上村和生会長

御発言はございませんか。

野口委員。

○野口佳子委員

私は、６番目のところの安全安心な観光地づくり推進事業について。その２番目のとこ

ろなんですけれども、バリアフリー観光推進事業についてお尋ねいたします。
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これは、バリアフリー観光推進事業は、視覚障がい者の方を対象としたまち歩きサポー

トの効果を検証するとして実証実験をするということを言っていただいているんですけれ

ども、もう少し分かりやすく教えてください。

◎上村和生会長

観光振興課長。

●小林観光振興課長

こちらにつきましては、今回新たに視覚障がい者の関係の方を対象としたまち歩きサポ

ートというふうに記載しておりますが、具体的に現時点で考えていることは、伊勢志摩バ

リアフリーツアーセンターと協力しまして、また視覚障がい者団体と協力して実証実験を

行うんですが、今年度三重県警察のほうでも横断歩道の信号機のほうに、「信ＧＯ」とい

うシステムを導入して、スマートフォンに信号が青である、赤であるという情報が届くよ

うな仕組みを導入し始めたということで、これが伊勢市内であれば、伊勢市駅の駅前の信

号、それから外宮前の信号等についておるということで伺っておりますので、そういった

ものも活用しながら、同地の外宮参道で有効的に使える歩くサポートになる仕組みの導入

を実験を考えております。今、現時点ではスマートフォンを利用した同地の危険箇所の案

内とかそういったものが導入できないかということで検討を進めているところでございま

す。以上です。

◎上村和生会長

野口委員。

○野口佳子委員

すみません、今、スマートフォンと言うていただきましたんですけれど、それをどのよ

うにやっていただくんでしょうか。

◎上村和生会長

観光振興課長。

●小林観光振興課長

先ほど申し上げました三重県のほうで導入いただいた信号の情報の部分についてもスマ

ートフォンで受信が可能というふうに聞いておりますので、同様のスマートフォンを活用

して、専用のアプリとか必要になってこようかと思いますけれども、障害物であったりと

かそういったものが事前に登録できて、道案内、歩行の補助ができるようなシステムを研

究開発している業者もあるように聞いておりますので、そちらのほうの仕組みを実証実験

の対象として今考えておるところでございます。

◎上村和生会長
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野口委員。

○野口佳子委員

分かりました。

そしたら、これはいつ頃から実行に移していただけるんでしょうか。

◎上村和生会長

観光振興課長。

●小林観光振興課長

今年度につきましては、ほかのシステムのことも勉強しながら、実証実験ということで

考えておりますので、実際導入できるのは、来年度以降になってこようかと思います。以

上です。

◎上村和生会長

野口委員。

○野口佳子委員

分かりました。

そうしましたら、この実証実験をしていただくので、来年度以降になりましたら、こう

いうことをバリアフリーの観光推進事業のところはやっていただくということで、よく分

かりましたんですけれども、また94ページのこの説明書のところにも、観光地として伊勢

の魅力を高めるため、サービス体制の強化とバリアフリー情報の発信、バリアフリーな滞

在環境の創出に取り組むと書いていただいてあるんですけれども、これについてももうち

ょっと分かりやすく教えてください。

◎上村和生会長

観光振興課長。

●小林観光振興課長

こちらにつきましても、この事業につきましては、これまで継続して取り組んできてお

りますバリアフリーツアーセンターさんと協力して取り組んでいますおもてなしヘルパー、

神宮の参拝サポートであったりとか、それからバリアフリーツアーの情報発信を協働でホ

ームページのほうを運営しておりますので、そちらのほうでの情報発信を引き続いてやっ

ていくということになりますので、鋭意御案内させていただきます。

◎上村和生会長

野口委員。
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○野口佳子委員

ありがとうございます。よろしくお願いいたします。

◎上村和生会長

野崎委員。

○野崎隆太委員

２点お伺いさせていただければと思います。

一つは、バリアフリーのことで、今、野口委員が御質問いただいたので、僕からはほと

んど多くは言わないんですけれども、先ほど来の議論というか、ここでの質疑を聞いてお

りますと、このバリアフリー観光推進事業、結構デジタル化の波を受けて、新しいスマー

トフォンというところに取組を挑戦されていると思って、ある意味では、今の答弁と質問

に関しては評価をしているんですけれども、１点だけ皆さんにぜひ見ていただきたいんで

すけれども、51ページ、当初予算説明資料の51ページのデジタル活用のところをちょっと

見ていただければと思います。

先ほど別の業務改善のところで、宿委員からもちょっと指摘があったと思うんですけれ

ども、ここにインターネットを中心とした情報発信に取り組んでいるが、今後もさらなる

デジタル活用を図ると書いてあるんです。本来ここで求められていることはこういうこと

じゃなくて、スマートフォンを使ったそういった交通弱者に対してデジタル活用を行うこ

とで、安心・安全なまちとバリアフリー観光を届けるということが本来ここに記載をされ

るべきではないかなというふうに思いますし、それぞれちょっと庁内の業務のことを書い

ている部署と、それから事業そのものに対してどうやってデジタル活用とか業務改善をし

ていくかというような部署と、ちょっとここの記載方法が違って、特にここはバリアフリ

ーなんて、もっとデジタル技術をたくさん生かすこともできますし、当然ながら、例えば

電動車椅子という一つだけでもデジタル活用になるような気もするので、ちょっと記載の

仕方が違うんじゃないかなというふうに思うんですけれども、ちょっとその点だけぜひち

ょっと意識をしていただきたいんですけれども、御答弁だけいただけますでしょうか。

◎上村和生会長

観光振興課長。

●小林観光振興課長

ありがとうございます。

ここにつきましては、確かに言葉不足しておりまして、十分アピールもできずの状態に

なっていることは、これ、反省する点でございます。

先ほどのスマートフォンの説明につきましても、実は当初、この眼鏡の横にカメラのつ

いた仕組みの導入とか、そんなんも考えていたところで、総合的にもうデジタル化という

言葉でまとめてしまったようなところがありましたので、この点は、反省点として承りた

いと思いますので、御承知おきください。
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◎上村和生会長

野崎委員。

○野崎隆太委員

これは我々のほうの会議の進め方にもよりますけれども、資料がそれだけ充実すれば、

会議も円滑に進むということで、御理解をいただければと思います。

もう一点だけお聞かせください。

大事業５、観光客受入推進事業、中事業（３）二見ビーチ活性化事業でお尋ねをいたし

ます。

こちらの説明資料にはある程度書いてあるんですけれど、二見のビーチの管理と、それ

からイベントを行うと書いてあるんですけれども、少しどんな内容をお考えかお聞かせを

いただけますか。

◎上村和生会長

観光振興課長。

●小林観光振興課長

こちらの事業につきましては、令和２年度から二見ビーチということで、以前は海水浴

場の管理運営の経費を計上していたところなんですけれども、広く二見旅館街等も含めた

地域をビーチという定義で事業を展開していくことで予定をしております。

令和４年度につきましては、二見の周遊を促進するクーポンの発行等の事業、それから

海岸線を利用した浜を利用してできるイベント、今考えているのは、ビーチイルミネーシ

ョンとかそういったものを旅行商品化できないかということで考えている、そういったと

ころを組んだ予算となっております。

◎上村和生会長

野崎委員。

○野崎隆太委員

分かりました。

一点気になったのは、二見のビーチを市民向けに使ってほしいのか、それとも観光客向

けに使ってほしいのか。市としてそこは整理がついていて、どんなふうに考えているのか

なというのだけちょっと聞きたかったんですけれども。

市民利用と観光客の利用とどちらに重きを置こうとかそういうのはある程度決まってい

らっしゃいますでしょうか。市民向けの予算というのは、特にほかの項では見当たらなか

ったので、どんなふうにお考えかなというのだけお聞かせください。

◎上村和生会長
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観光振興課長。

●小林観光振興課長

どちらに重きというよりは、私どもとしましては、市民も観光客となり得るということ

で、この二見の事業につきましては特にそうなんですけれども、市民、観光客両方対象と

いうことで考えております。

◎上村和生会長

他に御発言はありませんか。

川口委員。

○川口浩委員

今も出たんですけれども、観光客受入推進事業の二見ビーチ活性化事業について伺いま

す。

これ、後ほど土木費のところの公園整備でも二見浦の公園整備の話が出ていましたけれ

ども、これ、現地行ってみますと、遊歩道といいますか、堤防といいますか、護岸といい

ますか、一連の景観をなしていると思うんですけれども、今後これは当然連携を取って取

り組んでいただけるという理解でよろしいんでしょうか。

◎上村和生会長

基盤整備課長。

●上田基盤整備課長

川口委員のほうから二見浦公園のことについてただいまおっしゃっていただきました。

当然この二見浦公園も、二見浦は国の名勝を指定されていますエリアでございまして、

観光の事業とも綿密に連携を取りながら進めてまいりたいそのように考えておりますので、

よろしくお願いします。

◎上村和生会長

それだけて結構ですか。

他に御発言はございませんか。

宿委員。

○宿典泰委員

私は、安全安心な観光地づくりということで、コロナ禍の関係で、手消毒の関係だった

りそういったものはもう当たり前にこれ、やっていく必要があって、あと、自然災害であ

るとか、地震・津波のそういった災害に対しての安全・安心ということについてどのよう

に考えられているのか、ちょっとお聞かせをください。
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◎上村和生会長

観光振興課長。

●小林観光振興課長

今回この事業につきましては、新規事業というふうに整理をしておりますが、おっしゃ

っていただいたように、これまでコロナの関係の補正予算等でつけました消毒の関係、そ

れから、混雑状況の配信をここの事業に持ってきております。加えて、これもおっしゃっ

ていただいたんですけれども、防災の関係、災害、自然災害等含めてになりますけれども、

内宮周辺で以前に観光客の避難誘導マニュアルというのを作成いただいて、平成24年から

運用されておるというマニュアルがあるんですけれども、これも活用しながら、作ったと

きからどんどんこのおはらい町のほうも状況も変わってきている。それから、観光客の動

向も、動向というか、コロナで少し減っていますけれども、相当数のお客さんがいらっし

ゃった時期も続いておりましたので、改めて内宮前を、おはらい町かいわいを中心に観光

防災、観光危機管理を考える事業として、今年度この内宮前観光地域力向上事業という名

称をつけまして、地域防災に取りかかっていくということで事業を計上させていただいた

ところでございます。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

私、少し心配したのは、内宮前ということは挙げられておるんですけれども、伊勢市の

場合の観光地ということで、観光場所ですよね。そういったところはどこというと、外宮

もあり、二見も興玉神社もあり、先ほどの二見浦海岸沿いもあり、あと、河崎の町並みも

あり、挙げればもっと出てくるとは思うんですよね。そういったところへ自然災害等々と

いうことになってくると、非常に大きな話なんで、以前内宮前で実施してマニュアルがで

きたと、危機管理の。それをバージョンアップしていくというような考え方なんだとは思

うんですけれど、それを他の観光地にも全部広げないと、伊勢市に来られる人が内宮前だ

けが安心・安全なんやということではいかんので、そのあたりの広がりのほうをちょっと

御質問をさせてもらおうかなと思って今お聞きしたんです。

そのあたりの考え方というのは、どのようになっているんでしょうか。

◎上村和生会長

観光振興課長。

●小林観光振興課長

今おっしゃっていただいたとおりなんです。内宮前だけでは当然いけないと思っており

ます。以前にもこの内宮前でできた避難マニュアル作成時のワークショップ等の経験も踏

まえまして、二見地区でもマニュアルを作成いただいた経緯ございます。それにつきまし
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ても、引き続いてバージョンアップしていくような、広げていくようなそういった取組は

必要であると考えております。それにつきましては、なかなか同時進行は難しいかもしれ

んのですけれども、今回のこの事業の中で、アドバイザーの派遣事業というのも見ており

ますので、観光防災についてのアドバイザーの派遣も適宜要請しながら、地域を広げてい

きたいと思いますので、御理解いただきたいと思います。

◎上村和生会長

宿委員。

○宿典泰委員

ぜひ全市的な問題として捉えていただいて、その冊子が観光客の手に渡って、何らかで

こう発信できるような状況をやれば、やっぱり安心・安全な観光地やということで、認識

をしてもらえると思うので、ぜひお願いをしたいと思います。

あと、観光地域力の検証事業なんですが、これは新しく検証していただくということで

新規にはなっておりませんけれども、我々から言うと、観光振興基本計画ですか、その関

係の検証をしていくということで書かれておるんですけれど、例えば前回、我々の産業建

設委員会のほうにも提案されて、いろいろと委員からの発言もあったかと思うんです。今

後また３月のこの２週目ぐらいにまた委員会があって、そこでもう一度検討するというよ

うな話なんですけれど、そのあたりについてどういったことの検証を行うとういうことで、

されておるのか、少し御説明願えませんでしょうか。

◎上村和生会長

観光振興課長。

●小林観光振興課長

今おっしゃっていただいたように、１月産業建設委員協議会のほうで、御協議をお願い

しました新たな令和４年度からの観光振興基本計画のほうにつきましては、パブリックコ

メントも終わりまして、一昨日、策定委員になります推進委員会のほうも開催したところ

でございます。このいただいた御意見、協議会、それからパブリックコメント推進委員の

御意見をまとめたものを、今回のこの議会中の産業建設委員会の後に協議会をお開きいた

だいて、そこで改めてお示しさせていただきたいと思っています。その中で、今質問いた

だきました、どういった検証をしていくかなんですけれども、観光客実態調査、これはも

う継続して行っているものなんですけれども、これら加えて、今回策定の計画につきまし

ては、コロナ禍で状況が刻々と変わってくる中での策定になっていますので、状況に応じ

て資本の見直しをするとか、そういったことも今回計画では含まれておりますので、そう

いったこと検証していくものとして、今回この事業、名称も変えた上で検証事業とさせて

いただいたところでございます。

◎上村和生会長



83

宿委員。

○宿典泰委員

我々のほうへ示されたときにも、私も意見言させていただいたんですけれど、いろんな

ところにＳＤＧｓの取組というのが全部網羅されておったんですけれど、その点について

は、何か意見としては、パブリックコメントのほうでも出たんでしょうかね。それとまた

更新というようなことのときに、そのあたりも修正されたんでしょうか。

◎上村和生会長

観光振興課長。

●小林観光振興課長

協議会でいただいたＳＤＧｓの件につきましては、パブリックコメントの中では、ＳＤ

Ｇｓについての御意見というのは特にございませんでした。表記の部分で少しちょっと色

合いも含めてですけれども、修正をかけた部分はございますので、改めて協議会のほうで

お示しさせていただきたいと思います。

◎上村和生会長

御発言もないようでありますので、目１観光総務費の審査を終わります。

次に、目２旅客誘致費について御審査願います。

（目２旅客誘致費）

◎上村和生会長

御発言はありませんか。

三野委員。

○三野泰嗣委員

お伊勢さんマラソン開催負担金についてちょっとお尋ねいたします。よろしくお願いい

たします。

伊勢の活性化や参加者の健康づくり、また伊勢市の誘客行事としてとても有意義なお伊

勢さんマラソンなんですけれども、残念ながら、コロナで２年連続開催中止となっていま

す。

今回の予算額のほうを確認してみますと、昨年は2,200万円となっておりまして、令和

４年度は200万円減の2,000万円なっています。今度200万円減した理由についてちょっと

お聞かせ願えますでしょうか。

◎上村和生会長

観光振興課長。
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●小林観光振興課長

この減額につきましては、令和３年度は陸上競技場を発着地点と考えるコースを検討進

めている中で、日本陸上競技連盟の公認コース検定を受ける経費を計上しておりました。

この令和４年度の予算につきましては、この検定経費、検定の有効期限もございますが、

検定経費は毎年計上するものでもございませんので、この検定経費分を減額したものでご

ざいます。

◎上村和生会長

三野委員。

○三野泰嗣委員

ありがとうございます。

検定料の相当分が減額されているということなんですけれども、ちょっと公認のコース

について、もう少しちょっとお聞かせいただきたいと思います。

以前陸上競技場発着のコースで、全ランナーがおはらい町を通り抜けるのに10分程度だ

ったとお聞きしています。今回というか、これまでのサンアリーナの発着のコースになっ

てからは、ランナーが抜けるのに１時間以上、ちょっと大幅に増えていると思うんです。

ちょっと地元の人たちからは、規制解除の時間を少しでも早めてほしいとの声もあります。

ちょっとこういった声に向けて、今後の認識だけでもちょっと少しお聞かせ願えますか。

◎上村和生会長

観光振興課長。

●小林観光振興課長

ありがとうございます。

開催に当たりましては、交通規制の御協力をはじめ、コース誘導や沿道の整理などで、

地元の方々には、もう広く御協力をいただいておるような状況でございます。

また、おはらい町を通るコースは大会の大きな魅力にもなっていというふうに認識して

おります。選手の方からも好評いただいておるというふうに考えております。

陸上競技場を仮にスタート地点としますと、以前陸上競技場でスタートしていたという

ことからのお話なんですけれども、スタート後間もなくでおはらい町に入ってきますので、

スタート直後の隊列の状態で選手が通過するという想定になるかと思います。しかしなが

ら、陸上競技場発着後考えるときに、選手が会場へ集まってくる時間からの想定をする必

要もございまして、選手が集まってくる時間に、それから交通規制、選手がスタートする

時間に合わせてする交通規制の時間と、それからおはらい町に通勤してくる方、もしくは、

おはらい町かいわいにお住まいの方が出勤される時間、そういったことも考える中では、

一緒に考えていく必要もあろうかと思います。

アリーナ発着時には、スタート地点からおはらい町への距離もありますので、実際はハ
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ーフのコースだけがおはらい町に入っていたという現実もございます。陸上競技場スター

トになりますと、そのときの全種目が順番におはらい町に入っていくようことも想定され

ますので、こういったことも全て総合的に考える必要があるというふうに認識しておりま

す。

いずれにしましても、大会のコースにつきましては、選手の駐車場の確保や交通規制の

時間帯、地元の皆様の御意見なども踏まえながら、実行委員会におきましてこの情報を共

有しながら総合的に考える必要があるというふうに考えておりますので、御理解いただき

ますようによろしくお願いいたします。

◎上村和生会長

三野委員。

○三野泰嗣委員

ありがとうございました。

いろいろ駐車場の問題やいろんな交通規制などいろんな要素を含めて考えていただいて

いると理解いたしました。

お伊勢さんマラソンは楽しみにしている方もたくさんいらっしゃいますと思いますので、

令和４年度は開催できることを願っております。ありがとうございました。

◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

私の方からは、旅客誘致宣伝事業のターゲット戦略推進事業についてお伺いしたいと思

います。

この事務の概要書、53ページを見ますと、事務の概要ということで、いろんな形の取組

を考えておられるんだというふうに考えております。

それで、その中で、この全部聞くのはあれなんで、一つちょっと少し気になった部分で、

クリエイター連携ＰＲ事業、それと、クリエイターズ・ワーケーション促進事業、この２

点について具体的にちょっとすみませんが、促進、どんなのか。

まずは、クリエイター連携ＰＲ事業について詳しく教えてください。

◎上村和生会長

観光誘客課長。

●冨岡観光誘客課長

クリエイター連携ＰＲ事業でございますが、去年度クリエイターズ・ワーケーションで

滞在していただきました世界的にも著名な写真家の石川直樹様、その方が伊勢をテーマに

写真集を作成するため、それを購入いたしまして、ＰＲに活用していきたいと思っており
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ます。

もう一点が、一昨年度、英国事業をきっかけに関係を築くことができました山本寛斎事

務所様、そちらとの連携事業でございます。伝統工芸の伊勢和紙を活用した新ブランド構

想を予定しております。以上でございます。

◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

今、伺わさせていただいたら伊勢和紙ということで、ブランド化をされる形の構想があ

るんだということですけれども、その山本寛斎事務所との連携が昨年度からしていただい

ているということなんですけれども、新たなブランドというのは、どんなような形でされ

るんですか。

◎上村和生会長

観光誘客課長。

●冨岡観光誘客課長

今年度、山本寛斎事務所様と今後の事業展開について調査研究いただきました。伝統工

芸の伊勢和紙と伊勢木綿、そちらの品質と技術に着目されまして、この伊勢和紙を活用し

た企画提案がございました。企画といいますのが、伊勢和紙を使った糸を作りまして、そ

れを織って布にすると。その布にするのは、伊勢木綿の織る技術を使って、そういった生

地を開発するということの提案がございました。その伊勢和紙布を活用した商品開発など

新しいブランドをつくっていく構想でございます。

新年度では、伊勢和紙を使った生地を開発までする予定でございます。以上でございま

す。

◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

そうですか、開発していくということで、当然いろんな形でブランド力を上げるという

ことは、地域活性化、そして伊勢市ならではの魅力向上につながっていくというのは、も

う十分ありがたいなと思いますが、そういった形で新しいブランドをつくるというのは大

変な取組をしていただくんですけれども、その和紙とその木綿を使っていくわけですけれ

ども、効果としてはどのような形を狙っているのか。もしお考えがあれば聞かせてくださ

い。

◎上村和生会長
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観光誘客課長。

●冨岡観光誘客課長

山本寛斎事務所様は、今現在、日本の地方の優れた技術であったり、産品、そちらを世

界に発信する事業に関わっていらっしゃいまして、来年度そのお店が羽田空港の中にでき

るとのことです。そこで伊勢和紙布を使った商品の販売であったり、伊勢のＰＲを発信し

ていけるのではないかと。そうすれば、伊勢の認知度も向上できるのではないかと期待し

ております。以上です。

◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

ありがとうございます。

そういった商品の開発、そうやって取り組んでいただくということで、開発と言えば、

今いろんな取組でやってもらう、具体的にどういうふうに製品化していくのかというのは、

そこまではプランはあるわけなんですか。

◎上村和生会長

観光誘客課長。

●冨岡観光誘客課長

私ども、ファッションのこととかなかなか疎いものですので、山本寛斎事務所様にその

糸を作る工場であったり、そういったことも企画調整等していただいているところでござ

います。

◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

ありがとうございます。よく分かりました。

今後また期待して、ブランド化を進めていただきたいと思います。

もう一度、すみません、クリエイターズ・ワーケーションというところで、これは以前

から募集をかけていただいて、伊勢の地に来ていただいたいろんな方が伊勢で展開しても

らって、それを広めるという形で、当時、一昨年でしたか、希望者が多くて追加募集をし

て、それでコロナの関係でなかなか皆さんにできていなかったという部分で、すみません

が、どういう状態、現状としてこの部分がどうなのかということで教えていただいてよろ

しいですか。
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◎上村和生会長

観光誘客課長。

●冨岡観光誘客課長

令和２年度から始めた事業でございますが、コロナの影響で中断するように、思うよう

に進んでおりません。現在、令和２年度、令和３年度合わせまして48組65名の方が滞在済

みでございます。あと残り44組67名の方が滞在されておりません。ここで１点ちょっと御

報告させていただきたいのですが、滞在済みと、まだ滞在していない方の人数合わせます

と132名となります。当初参加決定しておりました130名でございました。個人名で応募が

ございまして、参加決定した後に滞在の打合せをするうちに、個人名ではございますが、

実は二人で活動されていたという方が二人いらっしゃいましたので、２名増となっており

ます。御理解賜りますようよろしくお願いいたします。

今後未滞在の方44組67名の方、日程調整を図っていきます。以上でございます。

◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

分かりました。44組67名の方ということで、また今後進めていただく中でよろしくお願

いしたいと思います。ただ、まだ現在コロナ禍ということになります。そういうような中

で、思うようにはいかないと思いますけれども、この事業をやる中で、効果は最終的に全

部やっていただいたとなると効果がはっきり分かると思うんですけれども、途中になりま

すけれども、この効果、どのように捉えているのか、最後に聞かせてもらっていいですか。

◎上村和生会長

観光誘客課長。

●冨岡観光誘客課長

クリエーターの方の滞在中にも、例えばシェフの方であれば調理学校の学生さんへの講

義であったり、絵本作家の方であったら保育園で実際そこで絵を描かれたり、読み聞かせ

をしていただいたりと、プロの方に触れ合う機会の創出ができたのかなと思っております。

また、滞在後なんですけれども、本の出版、また東京での個展の開催など伊勢に関連し

た独自の作品の創作なども行われております。作品を通して伊勢の魅力を発信していただ

いたのかなと思っております。

あと、クリエーターの滞在による直接的な経済効果はもちろんあったかと思うんですが、

この事業、コロナの対策としましては、一風変わった事業でございましたので、地元の新

聞、また全国版の雑誌であったり、テレビ、いろんなものを取り上げていただいて、取材

していただきました。また、クリエーターの方も自発的にＳＮＳで発信などしていただき

ましたので、媒体がちょっと多用であって、なかなか広告換算というのが難しいところな
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んですが、伊勢の露出が増えたという点では効果があったものと思われます。

また、次に続く効果といたしまして、クリエーターの方が滞在中に伊勢で伊勢の地元関

係者であったり、同時期に滞在していたクリエーターの方、異業種間交流とかも生まれま

した。クリエーターの方皆さんお帰りになってからも伊勢の会というようなものを持って

いただいて、交流が続いていると聞いております。

ちょっと話ずれるところなんですけれども、来年度の文化政策課の新年度予算で、アク

ティブ・アート推進事業というのがございます。それもこのクリエーターの方、この異業

種間交流から始まったもので、そのクリエーターさん数名集まって再度伊勢に帰ってきて、

展示会であったり、音楽会、ワークショップなどを開いていただく予定となっております。

今回のことで地域とクリエーターさんをつなげるきっかけとなったかと認識しておりまし

て、また市民の方とも文化芸術に触れる機会が創出できたのかなと、あと活性化につなが

ったと、プラスになったと考えております。以上でございます。

◎上村和生会長

北村委員。

○北村勝委員

ありがとうございます。

コロナの関係で途中でできなくなった事業ということで、気にはなって確認させてもら

ったんですけれども、今後そうした期待させていただいて、よろしくお願いしたいと思い

ます。ありがとうございます。

◎上村和生会長

他に御発言ございますでしょうか。

川口委員。

○川口浩委員

すみません、旅客誘致宣伝事業の（５）スポーツ・ＭＩＣＥ誘致推進事業について１点

確認させていただきます。

教育委員会のホームページに伊勢市集大会・スポーツ合宿誘致補助金というのがあるん

ですけれども、これとは別のものという理解でよろしいんでしょうか。

◎上村和生会長

観光振興課長。

●小林観光振興課長

今おっしゃっていただいた補助金につきましては、我々の所管するこの事業のスポー

ツ・ＭＩＣＥ誘致推進事業の中の補助金でございます。
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○川口浩委員

分かりました。

◎上村和生会長

一番最初にもお話はさせていただきましたけれども、窓口で聞ける範囲の質問は御遠慮

いただきたいというふうに思いますので、お願いしたいと思います。

そのほか。

野崎委員。

○野崎隆太委員

僕、このところでも幾つかお聞かせをいただければと思うんですけれども、今の川口委

員の御質問の中で、名称が違うのでというのは、僕も理解はせんところでもないです。実

際集大会とかいろんな形の事業で使われているものなので、これだけ見ると、ぱっとＭＩ

ＣＥの規模と集大会の規模があまりにも違うときもありますし、分からんでもないんです。

１点だけＭＩＣＥのことでお伺いしたいんですけれども、実際、このコロナ禍で集大会

というか、特に国際会議の形なんかは、少し変わってきて、オンライン会議なんかも増え

てくることが想定はされます。その中で、当然観光としては来ていただくことが目的です

し、僕の周りでもちらほら全国大会と言われるものとか、全国会議と言われるもの、総会

とか言われるもの、鳥羽とか、この伊勢も含めて、ちょくちょくやり始めているような雰

囲気は感じてはいるんですけれども、一方でこの国際会議の在り方ですね。例えば伊勢を

主会場にしていただく国際会議に対してどのように市として貢献をしていくか、応援をし

ていくか。ひょっとしたら、もう来ない前提で設営している会議なんかもたくさんあると

思うんですけれども、そのあたり、ＭＩＣＥというものについて今どんなふうにお考えで

すか。

◎上村和生会長

観光振興課長。

●小林観光振興課長

確かにおっしゃっていただいたとおり、ＭＩＣＥのことにつきましては、具体的な施策

はこの事業の中ではできていなのが現状でございます。中身としては、スポーツ集大会補

助金のみという形になっていますので、この補助金が利用できますよというチラシ等の宣

伝のみにとどまっているところが現状でございます。

その会議のていが変わってきているということも含めて、今のこのスポーツ集大会補助

金というのが中心になっている事業ですので、お越しいただいて、市内の宿泊施設に宿泊

していただいた方の人数から補助金を算出しておりますので、現状、そのＭＩＣＥと言わ

れるほうの特にＣの部分になりますけれども、国際会議について特にこうしていこうとい

う方針まで持っていないのが現状でございます。
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◎上村和生会長

野崎委員。

○野崎隆太委員

分かりました。

設営には同じぐらいのお金がかかるときも当然あって、いろんな、実際ここで所管する

のがいいのかどうなのかということも含めて、「ちょっとうちやっていますよ」と言って

もなかなか「うん」というような状況もあるかもしれへんので、そのあたりいろいろ何を

してくれというよりは、研究をぜひしていただければと思います。

もう一点、観光行事振興事業のことでお尋ねいたします。

これ、両方まとめて聞きたいんですけれども、コロナ禍において、例えばお伊勢さんマ

ラソンであれば、オンラインで走るというような取組をしていただいたという、これ、だ

から評価する部分ですけれども、いろんな形を変えてやっていただいたところもあると思

います。花火なんかも全国見てみますと、伊勢なんかもそうですけれども、中継をして、

どうやって外から見ていただくかとか、そういったことを挑戦をしたような気がします。

令和４年度、コロナの状況をどういうふうに見ているかはちょっと分かりませんけれど

も、コロナ前と、それからこのコロナの間でいろんな技術の進歩もあった中で、事業の組

立てがどんなふうに違ってくるのか、それぞれの事業でちょっと御説明ください。

◎上村和生会長

観光振興課長。

●小林観光振興課長

事業の組立てでございますが、まず、花火大会のほうにつきましては、現状今おっしゃ

っていただいたオンラインでとかということまでは、踏み込んで検討はしてない状態です。

現場でのコロナ対策等いろいろと考えたり、分散化であったりとかそういったことも検討

はしましたが、特に無料観覧エリア、どこに持っていってもできてしまうところなんです

けれども、無料観覧エリアの安全対策というのが、決定的なものというのが見いだせない

状態でありますので、予算組みとしましては、開催しておりました令和元年度の予算と同

額のものを上げさせていただいたというのが現状でございます。

マラソン大会のほうにつきましては、こちらもコースのことであったり、それから参加

人数を調整できないかとか、あと、安全対策のこと、当然中心に考えてはおるんですけれ

ども、オンラインマラソンと併用した大会開催の可能性とかも検討しておりますが、最終

的には、実行委員会のほうで決定いただくことになりますが、ボランティアの確保とかと

いうのもイベントのほうでは重要になってきます。これがコロナの状態でどこまでボラン

ティアの確保ができるかというのが、一つの課題にもなっておりますので、マラソン大会

のほうにつきましても具体的にオンラインと現地とマラソンで幾らずつという計上ではな

くて、開催しておりました令和元年度の最終年度の予算を計上させていただいたような状

態というのが現状でございます。以上です。



92

◎上村和生会長

野崎委員。

○野崎隆太委員

分かりました。

ちょっと今の特に花火のほうは、安全対策をあきらめたというような答弁にもちょっと

聞えたので、ちょっとその表現でよかったのかというのは、ちょっと疑問が残るところな

んですけれども。

私の質問が悪かったのかもしれませんけれども、どちらかと言えば、言いたいのは、ウ

ィズコロナというのは、別にコロナと共生していくために安心・安全対策をどうしようと

かそういう話ではなくて、せっかくコロナ禍の中で培った経験とか財産も当然あるわけで、

それをどうやって生かしていこうかということだと思うんです。例えばオンライン会議が

進んだから、時間的な拘束をちょっと外してオンラインでいけるよねとか、テレワークの

推進によって、作業効率であるとか時間効率を改善していこうとか、そういった話が恐ら

くウィズコロナの本来我々が得る財産ではないかと思うんです。安心・安全対策がどうの

こうのというのは、このマスクもそうですし、手洗いもそうですし、コロナがなくなった

から、これ取って、はいと言って、その２年間成長がなかったというのでは、あまりにも

もったいない話ではないかと思います。例えばですけれども、この数年の間に、この２年

ぐらいの間か、ユーチューブなんかは、それができるかどうかは別の話ですけれども、２

年間の間にどうやってそのクリエーターを支援していくかというところで、投げ銭機能な

んかが、いわゆるスパチャと言われますけれども、あれは。大分強化されて、その文化は

進んできました。それが、行政ができるかどうかは別です。だけれども、例えば花火大会

を中継するのをペイ・パー・ビューにするとか、例えばＶＲとかＡＲを使うことを少しで

も試案するとか、場合によっては、オンラインのチケットを販売することを考えてみると

か、そういうことが我々が本来このコロナ禍の中でやってきた経験を生かして市民により

還元ができるとか、国からもらった今までの補助金を使ったものをこれからどうやって生

かしていくかという成果じゃないかと思うんですけれども。

そういう意味では、先ほどの安心・安全対策がどうのという話よりも、せっかくこの２

年間で進歩した技術をこんなふうに生かしていきたいとか、あんなふうに生かしていきた

いというのをどちらかというと楽しい方向で、実行委員会にもぜひ検討していただきたい

なというふうに思うんですけれども、もう一度どなたか御答弁いただけますでしょうか。

◎上村和生会長

産業観光部長。

●佐々木産業観光部長

いろいろ御意見ありがとうございます。

実行委員会、当然ございます。今の意見、参考にしながら、実行委員会でも十分議論を
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して、どうしたらできるのか、そうした視点でまずは考えて、結果のほう出していきたい

というふうに考えておりますので、よろしくお願いします。

◎上村和生会長

野崎委員。

○野崎隆太委員

分かりました。

ずっとデジタル技術の話ばかりしたいわけではないので、デジタルがどうというわけで

はないんですけれども、ただ、たまたまこの２年間が進歩したのがデジタルだったので、

皆さんが使うのに慣れたというのもあると思うんですけれども、ぜひそういった意味を含

めて、何をやらなきゃいかん、やっていないから失敗だと言うつもりはございません。検

討した結果、元どおりの形で取りあえず今年進んだといっても、それはそれやと思うんで

す。ただ予算の策定段階で、そのあたりはやっぱり行政としては検討をして、こんなこと

できるんじゃないか、あんなことできるんじゃないかというようなことを市民にぜひ、１

年間事業実施の中で見せていただければと思います。もう結構です。

◎上村和生会長

暫時休憩します。

休憩 午後３時11分

再開 午後３時12分

◎上村和生会長

休憩を解き、会議を再開いたします。

御発言もないようでありますので、目２旅客誘致費の審査を終わります。

次に、目３伝統文化継承費について御審査を願います。

（目３伝統文化継承費） 発言なし

◎上村和生会長

御発言もないようでありますので、目３伝統文化継承費の審査を終わります。

以上で、款８観光費の審査を終わります。

お諮りいたします

本日はこの程度で散会し、明８日10時から継続会議を開き、土木費から審査を継続した

いと思いますが、御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

◎上村和生会長

御異議なしと認めます。
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そのように決定し、進めさせていただきます。

また、本日御出席の皆さんには開議通知を差し上げませんから、御了承ください。

それでは、これをもって散会いたします。どうもありがとうございました。

散会 午後３時13分

上記署名する。

令和４年３月３日

委 員 長

委 員

委 員


